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1．研究背景と目的 
庭園は一定の範囲に自然的な山水地貌を利用し,あるいは人間によって地形を構築し,建
物を築き,植物を植え,身も心も楽しませる美しい風景を備えている游憩居住のための空間
である。商周秦漢時代から清朝末年にかけて,中国伝統庭園は長々しい発展を経て,その歴
程は生成期・転折期・全盛期・成熟期・成熟後期の 5 つの段階に分けられる（図 1-1）。そ
のうち,成熟後期は清朝の乾隆朝（1736 年）から清朝末年（1911 年）までの 170 余年を指
し,この時期の庭園は成熟期の庭園風格を受け継ぎ,いっそう精巧になり,中国伝統庭園の
集大成の段階と認められている。その後,国民経済の崩壊と西洋文化の侵略のため,伝統庭
園の発展は全盛期から衰えていき,封建社会の解体にともない終結した 1）。 
 
図 1-1 中国伝統庭園の発展史の時代区分 
 
中国の古典的な庭園は，一般的に山・水・植栽・建築の 4 つ要素で構成されている。建
築は居住・遊覧・祭祀などのために人間によって構築されるものである。山体と水体は庭
園の地形を形成し,庭園の骨組みと言える。庭園内の植物は自然景観の重要な構成部分で
ある。庭園の立地と築造方式によって，中国の古典的な庭園は自然的な山水庭園と人工的
な山水庭園に分けられている。人工的な山水庭園は，平地に水体を掘り,山体を積み上げ,
人工的な山水地貌を作り出し,建築と植物を結びつけ,小範囲に天然山水のような風景を造
営するものである。築山・水面・植栽・建築はすべて自然なものを模倣し人間によって作
られ，造園技法が最大限に発揮されているため，古典的な庭園芸術の最も代表的な種類と
みなされている 2)。 
中国伝統的な庭園においては，築山・水面・植栽・建築は具象的な要素として，見える
物理的空間を構成している。これと同時に，造園者は常に扁額・対聯・詩歌などのような
抽象的な文字を用い，個人的な情感や思想を表し，見えない文化的空間を構成している。
12 
 
この 2 種類の空間を相互に補い合い，総合的な庭園空間を構成している。 
 
 
図 1-2 中国伝統的庭園の空間構成の特徴 
 
清朝に造営された皇室庭園の円明園は，まさに歴史上有名な人工的な山水庭園である。
康煕 48 年（1709 年）に建設が始まり，初代康熙帝の時代に造営が始められ,全国の造園良
匠を集め，水も草も豊富である沼沢地で，湖を掘り山を築き，楼殿閣亭を建て，木や花を
植えて，乾隆 9 年（1744 年）に約 200ha にも及ぶ広大な離宮ができあがった。同時代に
玉泉山静明園・頤和園・承徳避暑山荘などの「園中園」も築かれたが，すべて既存の地形
を利用している自然的な山水庭園であり，円明園のような人工的な山水庭園は唯一無二と
みなされている。 
庭園の発展史から見れば,円明園の建造時期は伝統庭園の成熟期から成熟後期への過渡
期であり,秦漢時代から約 2000 年の発展を経て，清朝に中国の伝統的な造園芸術は最も精
妙な時期を迎えた。この時代に築かれた円明園は伝統的な造園手法や技術を継承し，「す
べての造園芸術の模範」や「万園の園」と称賛された 3)。『円明園後記』には,乾隆帝は「規
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模之広敞，丘壑之幽深，風土草木之清佳，高楼邃室之具備，亦可称観止。実天宝地灵之区，
帝王豫遊之地，无以踰此。」と評価された。 
ところが，1860 年に,アロー戦争のため，円明園は破壊されて廃墟となった（図 1-2）。
昔の円明園の姿もう既に消えてなくなったが,含み持っている優秀な造園芸術が深く研究
するのに値し,名園の昔の風姿を十分に感じられ，中国の古典的な庭園の粋を深く理解す
るために役立ち，将来の再建に参考とすることもできる。この考えに基づき,本研究は既
往研究を参考にし,いっそう円明園の庭園空間の特徴を明らかにすること,庭園空間を造営
する手法と思想を掘り起こすことを目的とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
左：乾隆時代の『円明園四十景図』の局部     右：2015年２月に撮った写真 
図 1-3 円明園（長春仙館 No.12）の歴史的な風貌と遺跡現状 
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2. 既往研究と本研究の位置づけ  
2.1 円明園に関する既往研究 
2.1.1 円明園に関する研究の発展史 
円明園は 1860 年に焼却された後,長い間依然として宮廷区域に属し，庶民は円明園への
立ち入りが禁止された。清朝を滅ぼした後,20 世紀初期に,中国では円明園に関する研究が
盛んに行われた。1927 年に,程演生はフランス国立図書館の蔵品の中で『円明園四十景図』
を偶然発見した 4)。この図は乾隆９年（1744 年）に宮廷画師が作成し,乾隆が著作した「四
十景詩」もそれぞれにつけられていた（図 1-3）。程演生は『円明園四十景図』と関連史料
と著述を集めり,最も早く円明園資料集の『円明園考』を編集した 5)。1930 年に中国営造
学社が創立され,学者たちは広範に円明園遺物と文献を収集し,『円明園遺物与文献』を編
集した 6)。この時期に,多くの民間に流失された宮廷図面の「様式雷図」が発見された。こ
れらの図面には,建築と山水配置を示す全園の平面図があり,一部の建築や橋梁の詳しい設
計図ひいては部屋の内装の仕方もある（図 1-4）。金勳は造営技術を受け継いでいる名家の
出身であり,長期にわたって円明園に注目し,文献と遺跡を調査し,『円明,長春,万春三園総
平面図』と『円明園復旧図』を製作した。1933 年に,北平市工務局は円明園の遺跡を測量
し,『実測円明園長春園綺春園遺跡形勢図』を製図した（図 1-5）。刘敦槙は『同治重修円
明園史料』を編纂し 7),円明園の研究を開いた。 
1949 年から 1976 年にかけて,円明園の研究は停滞していた。1976 年に,円明園管理処が
成立し,中国円明園学会は 1980 年に成立した。その後,円明園に関する研究は非常に早く
発展してきた。中国円明園学会は『円明園』を５冊連続して出版した 8)。円明園に関する
歴史的な文書を類纂する史料集も出版された。舒牧らが編纂した『円明園資料集』9)と中
国第一歴史檔案館が編纂した『円明園』10)は皇族の宮廷生活についての詳細な資料を提供
した。円明園に関する研究の専門家は円明園の興建史,最盛期の風貌,造園芸術などの方面
に注目し,専門書に多く掲載されてきた。周維権は『円明園的興建及其造園芸術』を著作し
た 11)。何重義らは『円明園園林芸術』12)・『一代名園円明園』13)・『対円明園造園芸術的再
認識』14)を編纂した。張恩蔭は『円明園変遷史探微』15)・『三山五園史略』16)・『園明大観
話盛衰』17)を著述した。2010 年に，円明園管理処は『円明園百景図志』18)を出版し，図面
も内容も豊富である円明園の百科全書を研究者に提供した。
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図 1-4 円明園四十景図と四十景詩（No.1 正大光明）（1744 年） 
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（1）奉三无私殿建築及び室内装修平面図（1855 年） 
 
（2）九洲清晏殿添節抱厦剖面図（1855 年後） 
図 1-5 国家図書館善本部藏（様式雷図） 
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図 1-6 実測円明園長春園綺春園遺跡形勢図（1933 年） 
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1990 年代から,清華大学と天津大学に代表される大学の研究チームは円明園を掘り下げ
た研究を行った。天津大学の王其亨が率いているチームは古建築の測量図により，清代皇
家庭園に関する「様式雷」図档のテーマに取り組み，多学科の観点から清代皇家庭園の造
園芸術を掲示し,円明園の研究に重要な参考文献となった。典型的な研究成果は『再現円
明園百年変遷格局』19)・『三幅様式雷円明園河道全図辨析』20)・『一幅様式雷円明園全図的
年代推断』21)・『重构枕平川,湖山万景全—様式雷図档所反映的円明園変遷史』22)などであ
る。2000 年代から，清華大学の郭黛姮が率いているチームは，円明園の造園芸術に対す
る研究を行い,一連の重要な論述を出版した。典型的な論述は『乾隆御品円明園』23)・『遠
逝的輝煌──円明園建築園林研究与保護』24)・『円明園記憶遺産──様式房図档研究』25)など
である。この他に,研究の範囲は遺跡保護と修繕計画にも展開し 26-31),円明園の再建に関す
る議論は今まで続いている 32)。  
2.1.2 建築に関する既往研究 
1980 年に円明園学会が成立した後,円明園の建築配置に関する研究は始められた。周維
権は「円明園が「大分散,小集中」という「園中園」式の配置を採用した」と述べた 11)。郭
黛姮は建築群を縦横に展開しているものと横向に展開しているものに分け ,さらに中庭
式・自由式・混合式に分けた 25)。また,歴史上の資料に基づき,各建築の利用状況,平面配置
を紹介した 23)。『帝王審美思想対円明園造園芸術的影响』の中で,円明園における書院建築,
書楼建築,礼制建築と農事を観察するための建築がほかの皇家庭園よりはるかに多いと認
め,一部の建築の平面配置と周囲の山水配置を詳細に紹介した 33)。『遠逝的輝煌──円明園
建築園林研究与保護』の中で,円明園における建築を朝寝空間,礼制建築,宗教祭祀建築,院
落式戲院,文化建築空間に分け,一部の庭園空間の構成を検討しまとめた 24)。 
方曉風は円明三園における儒,佛に関する宗教的な建築を整理し,遊覧の役割を兼ねる配
置と神仙境界などの特徴をまとめた 34)。賈珺は祀廟祠宇建築に対して,歴史書類に基づき,
建築の分布,建築配置と祀典活動の特徴を詳細に考証した 35)。また,賈珺は円明園中におけ
る朝寝と理政のための正大光明（No.1）・勤政親賢（No.2）・九州清宴（No.3）をそれぞれ
使用状況と空間特徴を分析し,祝典空間の符号化,理政空間の実用化と居住空間の自由化と
いう重要な特徴をまとめた 36-38)。ほかに,端木泓と賈珺はある機能をもつ庭園空間の特徴
を研究した 39-46)。 
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2.1.3 山水に関する既往研究 
現在では，円明園の山水に関する研究は，地形を修復するための築山の材質・池護岸の
構造・水源などの調査がある。山水配置に関する既往研究の多くは,全園的な山水分布に
集中している。周維権は円明園の山水地貌の特徴を概括的にまとめ,円明園の造園芸術の
精粋を認めた 11)。何重義らは円明園の水源,水体の形,水の流れる方向を考証した 47)。風水
の観点からみる全園の水面の配置についての既往研究より 48-51)，数十の小型の庭園を大
きい水面（後湖と福海）の周囲に並べる配置は伝統的な風水理論と神仙思想の影響を受け
たことを明らかにした。吴祥艷は遺跡状況に基づき,山体の形態と寸法・水体の水位和岸
壁の仕様を考証した 52)。吴楊は建築群の周囲にある山体の配置を整理し,視覚の観点から
が庭園空間への影響を分析した 53)。刘盈らは各造園要素が平面上に占める割合によって,
円明園にある庭園を特异皇家類,典型皇家類,自然居住類和皇家私園類の 4 種類に分けた
54)。また,円明園の水路交通についての研究もある。賈珺は歴史上の資料に基づき,円明園
の水上交通路線を整理した 55)。姜貝は水上交通が各庭園を連接する重要な経路であると
認めた 56)。 
2.1.4 植物に関する既往研究 
歴史上の文献記載によって,円明園の植物は非常に豊富であることがわかる。フランス
人のイエズス会宣教師のジャン＝ドニ・アティレは清の乾隆帝の宮廷画家として活躍し，
円明園を見た後，友人への手紙の中に「川縁の草木が生い茂っています，四季にわたって
花が満開で，まるで大自然が花の種を播くようです。」と描写した７)。しかし，1860 年の
アロー戦争時，円明園は破壊され廃墟となり，生き残った 1 本の古木は 1960 年頃に伐採
された 57)。古代の製図技術の制限のため,今まで残っていた円明園の平面図はほとんど建
築と山水に関する要素であり（図 1-6）,植物の配置には,図面などの資料は一点もないた
め,植物景観に対する研究は比較的立ち遅れている。建築群を中心とした「円明園四十景
図」においては,建築と山水以外,植物景観も描いているが,単一の季節の風景を描くこと, 
一部の植物を大ざっぱに描くこと,建築群と築山の遮蔽などのため,植物を描くのは全面的
ではない,しかも松やハスなどの明らかな特徴をもっている植物だけを見分けている。そ
れ以外,園主の雍正帝と乾隆帝はよく詩文を作って日常生活を記録し,その中に円明園の植
物景観に関する詩文が多い。 
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図 1-7 故宮博物院図書館藏『円明園全図』の局部（1859-1860） 
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円明園の植物に関する既往研究において，現在は再建するための円明園の遺跡にある植
物の現状調査が多くみられ,一部の研究は植物の整備を提案した 58-61)。歴史上の植物景観
に対する研究の多くも植物の種類に集中している。張恩蔭と楊平は円明園各庭園における
植物を整理した 62-63)。郭黛姮は歴史上の資料に基づき,植物の種類を整理し,一部の庭園に
ある植物の配置を分析した 24)。余莉は歴史上の資料に基づき,植物の種類を整理し,地形の
観点から植物の配置を分析し,遺跡にある植物の整備を提案した 64)。一部植物の花ことば
に関する研究内容がある。趙君は円明園の最盛期の植物種類を整理し,植物景観を「君子
比德」・「視農観稼」・「詩情画意」・「江南名景への模倣」の 4 種類に分けた 65)。また,蓮と
農作物のような特殊な植物に対する考証もある 66-67)。 
2.1.5 建築・山水・植物から円明園の庭園空間特徴に対する総合研究 
調査より,円明園の各造園要素に対する既往研究が様々あり,建築・山水・植物を共に研
究対象とする円明園の庭園空間特徴の総合的な研究はまだ僅少である。最初期に,周維権
は『円明園的興建及其造園芸術』11）で円明園の歴史背景と建造過程を整理し,円明園の全
体的な配置に着目し,主要区域に位置する庭園の建築と山水配置を解説した。何重義らは
『円明園園林芸術』12) の中に建築配置の特徴と山水配置の特徴と植物の種類を概略的に
まとめ,『対円明園造園芸術的再認識』14-15) の中に,地形と機能に基づき,各区域に位置する
庭園の歴史背景と文化典故を詳細に整理したが,庭園の機能の観点から庭園空間の特徴に
対する分析と考察は欠けている。郭黛姮は『乾隆御品円明園』23)と『遠逝的輝煌──円明園
建築園林研究与保護』24) の中に,各庭園の史料をまとめ,円明園の歴史背景と建造過程を詳
細に考証し,庭園の文化的な意味を通じて各庭園の建築の平面配置と建造技術を解明し,山
水の形態と色々な地形の植物の種類をまとめ,各庭園空間の特徴をそれぞれに明らかにし
たが,庭園の機能と空間特徴の関係に対する全体的な研究は欠落している。 
2.2 本研究の位置づけ 
既往研究によって, 円明園の造園芸術についての豊富な研究結果が得られた。特に円明
園の造営歴史と全園的な平面布局の方面，風水学の観点から全面的に解読された。しかし
ながら,各造園要素に対する研究と円明園の全体に対する総合的な研究は全面ではなく，
深く研究する余地があると考えられる。 
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建築に関する歴史上の資料が最も多く,庭園建築の工学的な分析や建築群の平面配置に
関する研究も多い。建築に関する紹介と概説以外,一部の研究は建築配置と庭園空間の機
能との関係を分析したが,一部の重要な庭園のみ注目され,ほかの多くの庭園が無視される
ことになり,建築配置と庭園機能の関係に全面的な分析が欠けている。本研究は，中国の
伝統的な建築ならびに庭園空間の造営の思想や手法に基づいて，円明園の全体的な建築配
置と庭園空間の機能の関係を明らかにする。また，時代背景と文化背景を結び付け，庭園
空間の特徴と造営手法を考察する。 
山水配置に関する既往研究によって,円明園の水源,水門,水位などの研究があり,「園中
園」式の全体的な配置も明らかにした。現在まで，各庭園の山水配置に対する既往研究は
単に築山あるいは水面のみに注目しており，建築は庭園において最も重要な構造物である
が，その属性が見落とされていると考えられる。そのため,本研究は,建築配置の観点から
庭園の中心である空間の特徴を解明した上で,研究の範囲を広げ，建築群と建築に近接さ
れている築山・水面の組み合わせを把握し，庭園空間をできるだけ総合的に明らかにし，
庭園空間造営の手法を検討することを目的とする。 
植物においては,基礎となる平面図が欠けていることで,植物の平面位置が確認できず,
植物配置から物理的庭園空間の研究の進展も限りがある。植物の既往研究の多くは,絵画
と詩文などの資料から植物の種類を整理したが,庭園空間の造営に植物の文化的な役割と
影響はまだ欠けている。伝統的な庭園を造営する際，建造者は往々に植物の自然美に限定
されず，植物の花ことばを通じて個人的な情操を寄せている。この点においては，御製詩
文は直接園主の視点から景色を描いており,庭園空間に対する体験を記録している。植物
の花ことばの観点からの植物景観の研究は，建造者の着目点や構想を容易に読み解くため
に有役である。そのために，本研究は御製詩文を切口とし，植物の種類と記録回数を把握
した上で，花ことばの観点から空間造営上の植物の文化的な役割と影響を分析し，庭園空
間の特徴を明らかにするとともに，空間造営の構想と手法を考察する。 
また,園中園の全体的な配置によって,各庭園には,主体となる建築群が各庭園の中心に
配置され,多くの亭が庭園の周縁に分散配置されることがある（図 1-7）。現在の研究はす
べて各庭園の中心にある建築群に注目し,亭に対する研究はまだない。中国の伝統庭園に
は,亭は主な見晴らしとして重要な役割と影響を持ち,造園芸術の精華と認められる。その
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ため,本研究も円明園にある亭を研究対象とする。 
概して,本研究は既往研究に基づき,建築,山水,植物をそれぞれ具体的な研究対象として,
庭園空間の造営と機能の関係をめぐり,各造園要素の配置と庭園空間の特徴を明らかにす
る。それらの結果に基づき,建築,山水,植物と特徴をまとめ,全体的な研究を続いて行い,各
機能を持つ庭園空間の特徴と造園思想を解明し考察する。 
    
左：鏤月開曇（No.4）にある永春亭     右：涵虚朗鑑（No.32）にある貽蘭庭 
 
図 1-8 円明園にある亭の立地の例(図画は『円明園四十景図』より) 
 
3. 研究方法と論文の構造 
3.1 研究方法  
まず,円明園に関する史料,文献などを調べる。既往研究を参考にし,円明園の造営の歴史,
当時の社会背景と文化的背景を明らかにし,円明園の平面配置の特徴を把握する。次に,円
明園の造営の歴史を参考にし,本研究は最盛期の円明園を具体的な研究対象とする。円明
園の「園中園」の全体的な配置より,『円明園四十景図』に記録されている 40 カ所の庭園
を具体的な研究対象とする。そして,建築,山,水,植物という 4 つの造園要素それぞれに対
して,庭園空間の特徴と庭園の機能との関係性を分析する。さらに,文化的背景と社会背景
を結びつけ, 庭園空間の造営手法と造営思想を検討し考察する。 
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3.2 論文の構成  
本論では,まず庭園の中心にある建築群の配置を研究する。次に研究の範囲を広げ,各庭
園における山水配置を研究する。そして,庭園の周縁にある多くの亭の空間特徴を研究す
る。最後に,植物の花ことばの観点から,庭園空間の造営手法を研究する。各章の構成と研
究方法は以下の通りである（図 1-8）。 
第 1 章は序論とし,研究背景と目的,既往研究と本論文の位置づけ,調査と研究方法,論文
の構造について述べる。 
第 2 章は円明園が造成された時代(1392~1910)の社会・政治的背景と円明園の立地と造
営歴史および円明園の全体的な配置の特徴を述べる。 
第 3 章は庭園の中心にある建築群の配置に注目し,建築配置の特徴を反映できる建築の
組み合わせを分析要素とし,建築配置による庭園空間の特徴を明らかにする。異なる機能
を持つ庭園空間に対応する建築配置を分析し,庭園空間の造営手法を検討する。 
第 5 章は皇帝が著作した『御制詩文集』にある植物に注目し,円明園の景色を描写する
詩文に記載されている植物の種類と記録回数を抽出する。植物の花ことばの観点から庭園
空間への影響を分析し,造園者の造園思想や造園手法を考察する 
第 6 章は庭園の周縁に分散配置される多くの亭に注目し,亭の構造と立地を分析要素と
し,亭の空間特徴を明らかにする。また,亭に関連するほかの建築と山水の配置を結びつけ,
亭の庭園空間への影響と造園手法を考察する。 
第 7 章は各章の結論をまとめた上,本論の結論について述べる。 
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図 1-9 論文の構造 
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円明園の社会的背景および沿革 
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1. 円明園の社会的背景 
清朝には，円明園は独立的な 1 つの庭園であり，隣接している長春園・綺春園と共に
「円明三園」と呼ばれ，現在は広義の「円明園」となる。満州族の治者は中国東北遊牧地
区の遼東地区から隆盛になって，その地域は冬季に厳寒だが，夏季に酷暑がない。17 世
紀中葉に，清の軍隊は山海関より内側に入り，清王朝の首都が北京に定められた。中国を
統治した後，明代の宮殿，壇廟，庭園などをそのまま用い，北京城内に位置する紫禁城は
依然として中国の政治的な中心であった 1)（図 2-1)。 
 
 
図 2-1 遼東地区と北京の位置関係 
 
満州族皇帝は北京の夏の暑さに慣れず，特に康熙初年に，紫禁城で火災が発生した後，
防火を目的として高い宮墻を築き，皇帝が皇宮の重苦しさと退屈さに耐えられず嫌になっ
た 2-3)。そのために，全国を統一し政局が安定していた康熙初年に，皇帝が山水資源が豊
富で，景色が美しい北京郊外で離宮の造営に着手した 4)。その１つである円明園は，紫禁
城より約 12km 離れた場所に位置し（図 2-2)，初代康熙帝の時代に造営が始められ，以降
６代咸豊帝の時代までに様々に改修が行われ，最終的には 200ha にも及ぶ広大な庭園とな
った 5)。 
遼東地区 
北京 
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図 2-2 円明園と北京城の位置図 
 
清王朝の歴史上に暢春園・円明園・頤和園の 3 か所の重要な離宮があり，それぞれ異な
る時期において紫禁城以外の清皇族の重要な居所とある。康熙朝の暢春園は清王朝の早期
に草創し，全体は簡単で質素である。頤和園は清朝末期に再建した皇家庭園であり。円明
園のみ雍正朝・乾隆朝・嘉慶朝・道光朝・咸豊朝の 5 つの朝代を貫いている 5)。雍正帝か
ら咸豊帝の在位していた 1725 年-1860 年には，紫禁城では重大な行事を行われただけで，
皇帝と家族は長期にわたる円明園で居住し，朝政を行い，当時の北京の第二の政治中心地
と清王朝の一番重要な離宮になり，当時「御園」と呼ばれた 6)。 
円明園は主に雍正帝と乾隆帝の時代に建てられ，建造活動は康熙朝の後期から乾隆朝に
かけてずっど続けいていた。清朝には，文学・曲芸・絵画・書道などの芸術部類と理学・
歴史・天文などの学術部類は前朝に基づいて幾らか発展し，ある意味中国の数千年の封建
文化の集大成であり，そのうち 18 世紀の康雍乾盛世はさらに最も真っ盛り時期と封建社
会の最後の黄金時代と言える 5)。 
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清代の皇帝は遊牧民族の満州族であるが，中国を統治する前にも蒙族や漢族の文化を広
範に吸収した。政権を奪取した後，さらに漢族の文化を専心して取り込んだ。康熙朝から
儒学が代表的な漢文化として強力に普及され，皇族の必修科目になった 7)。雍正帝と乾隆
帝の 2 人（図 2-3)はこのような文化背景の中で成長し，優れた政治才能を持っているのみ
ならず，中国伝統文化の素養と審美観もあり，それは一般的な漢族の学者よりも深かった。
特に乾隆帝は非常に詩歌や文章を作ることを好み，伝統的な造園芸術にも興味がり 8) ，
それらの方面では多くの作品を創造した。 
康熙朝以来，皇家庭園の建造は明朝の造園の経験を伝承しながら，江南地域の造園技芸
も吸収した 9-10)。それを基に，乾隆帝は庭園の設計，施工，管理に関する作業をいっそう
良化した 11-12)。円明園の建造時期は，まさに歴史上に有名である「康乾盛世」の時期に当
たり，国が繁栄し隆盛であり，大型皇家庭園を建造するための経済的基礎を備えていた 13)。
経済状態や建造技芸や园主の文化の素養からいうと，この時代に築かれた円明園は当時の
一番高い皇家庭園の造園芸術を代表すると言える。 
 
  
雍正帝                  乾隆帝 
図 2-3 清朝の皇帝の画像 
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2. 円明園の立地の特徴 
清朝には，円明園がいる海淀鎮の地形は北京城と明らかに異なった（図 2-4）。北京城の
北西約 15km には西山の山波が平野を囲うようにして蹲り，その余脈が玉泉山及び万寿山
の一団の小山を突出されている 14)。海淀鎮の地下水が多く，あたり一面泉の口から外へ
水が噴き出し，地勢が低いところに集まり，大小無数の水面が形成された。このあたりは
連綿として山脈があり，密集していた湖もあり，江南の水郷のような自然的な風景を備え
ており，庭園を作るための理想的なところとなった。早くも遼代のころから，皇帝はここ
で玉泉山行宮を築いた。元明以来，皇帝の避暑のための勝地となった 15)。明代に入った
後，顕官貴人はこのあたりに庭園を建て始め，広い野原で亭台楼閣と湖の輝きと山の色が
互いに照り映えてますます美しさを増し，一時有名な庭園の集まるところになった 16)。
清朝には，康熙帝はこの美しいところを気に入り，康熙初年から大規模に宮苑を建てた。
円明園はその宮苑の一つである。 
円明園を建造する前，敷地内は丹棱沜と呼ばれる沼沢地であり，清河の支流の万泉河水
系は敷地内を通して流れた。この敷地には自然発生した丘は存在していなかったが,玉泉
山,万寿山と西山は全て南西向にあり,遠くを眺めると，山々が重なり合っているのが見え
る。康熙四十六年（1707 年）に,円明園を初建した時,この頃は空き地であった。円明園の
建造は,まず敷地内の水面を改造し,水道を発掘し，園内に密集した川道と湖を形成した。
掘った土を近くで積み上げ，築山を作った 17)。当初は,円明園の水源は主に万泉河であっ
た。円明園を増築した後,万泉河の水量は不足になり,西側の昆明湖の水も水源として円明
園内に導入した 15）。 
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図 2-4 北京の北西区域における山と水の分布（1740 年頃） 
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3. 円明園の沿革 
円明園は康熙 46 年（1707 年）に建てられ始め，主に雍正朝と乾隆朝に完成され，咸豊
十年（1860 年）に焼き払らわれるまで 150 年ほど存在していた。建造活動によって円明
園の沿革は５つの時期に分けられる 5，17-21)。 
3.1 草創/康熙朝（1707 年--1722 年） 
最初の円明園は康熙四十六年（1707 年）に康熙帝が皇子の胤禛に下賜した庭園である。
康熙帝は在位していた時，毎年の半分の時間に暢春園で居住した。1707 年に，康熙帝は
暢春園の北側の空き地を四皇子の胤禛に恵賜した。胤禛は心血を注き，2 年間で庭園を作
り上げた，この庭園は康熙帝に「円明園」と命名された。雍正帝は『御制円明園記』に「円
明園」の意味を解読し，「円」は個人の品性が申し分なく，凡人を超えているという意味
であり，「明」は政治的な功績が輝かしく，賢明であるという意味である。即ち，「円明」
は崇高な品性と境界のみならず，帝王の国を統治する理念とも言える 5）。 
胤禛は即位の前に長期にわたって円明園で暮らしていた 22)。賜園時期の円明園はどの
程度建造されたのかの明文の記載がないが，一部の史料から当時の状況を間接的に捉えら
れる。雍正帝が著作した『御制円明園記』に建設の初期の様態を追憶し，「因高就深（高
い丘と深い谷をを利用し），傍山依水（山を背にし水に臨む）。相度地宜（土地柄に応じて），
結構亭榭（亭榭を構築する）。取天然之趣（天然の雅趣を利用し），省工役之煩（土木工事
を省く）。……其采椽栝柱（梁や桁や柱），素甓版扉（質素な屋根と戸や窓），不斵不枅（精
げなく），不施丹雘（彩色を施しなく），則法皇考之節倹也（先帝の倹素を模倣した）」と
記録した。この詩文から，初期の円明園の造営は優れた自然的な資源を十分に利用し，庭
園の風格は文人散士の庭園に近づいていた。 
当時の庭園の数と詳しい情報は，胤禛が著作した『雍邸集』と『四宜堂集』にこれに記
述がある。12 か所の庭園の名称を詩文のタイトルとして『园景十二咏』を吟詠し，それぞ
れ深柳読書堂（No. 30），竹子院（No.5），梧桐院（No.6），桃花塢（No.16），耕織軒（No.23），
菜圃（No.9），牡丹台（No.4），金魚池（No.10），葡萄院（No.3），壺中天（No.16），澗閣
（No.7），蓮花池（No.12）である 20)。これらの詩文から当時の円明園の様態と範囲をおお
よそ判断できる。当時の庭園は後湖の周りに築き，建築がまばらに建造されていた。（図
2-5) 
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図 2-5 康熙朝における円明園の平面配置の推断 
（郭黛姮『遠逝的輝煌：円明園建築園林研究与保護』より作成する） 
3.2 初回の増築/雍正朝（1723 年--1735 年） 
雍正初年（1723 年）に，胤禛が即位し雍正帝となった。その後，雍正帝が依然として円
明園で居住した。1725 年（雍正 3 年）以降様々な建物が増築され，庭園も拡張された 23)。
多くの河と池を修理し，全園の水面を互いに続け，円明園の脈絡を構成した。史料によっ
て，雍正朝の修築工程は大きく 3 つに分けれる。○1朝政を行う場合として，庭園の南部に
正大光明（No.1）という庭園と大宮門と朝房などが対称的に構築され，円明園は皇子の私
邸から离宮御苑に転換した。○2庭園の範囲を北・東・西に拡張し，川池が密集した沼沢地
を整理し，島のような敷地に亭榭楼閣を構築し，小規模の庭園を開拓した。○3庭園の東部
にある東湖は開発し福海となり，周りに多くの建築群を配置した。（図 2-6) 
この時代に，円明園の範囲と構成は基本的に決められ，南は大宮門，東は福海，西は仏
楼に至り，雍正末年に，庭園の面積は 200ha に達し，園内に 30 余りの庭園が築かれた。
庭園内には，恭しく厳かな宮殿があり，美しく精巧的な亭台楼閣もあり，築山と水面の間
に散らばり，山水画の意境を醸し出している。 
初回の増築を経て，円明園内に建築群が 34 か所に達し，それぞれ正大光明，勤政殿，
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九洲清晏，牡丹台，竹子院，梧桐院，澗閣，湖亭，杏花村，金魚池，西南所，皇子居所，
萬字楼，桃花塢，引見楼，樂志山莊，佛楼，田字房，芰荷香，耕織軒，蓮花館，観稼軒，
北苑山房，魚躍鳶飛，西峰秀色，仏城，同樂園，深柳讀書堂，蓬萊洲，春宇舒和，秀清村，
前垂天貺，平湖秋月，溪月松風などである。これ以外，一部の亭榭のような建築も園中に
分散配置される。 
 
図 2-6 雍正朝における円明園の平面配置の推断 
（郭黛姮『遠逝的輝煌：円明園建築園林研究与保護』より作成する） 
3.3 二回目の増築/乾隆初年（1736 年--1744 年） 
皇子時期の乾隆帝は円明園の長春仙館に居住すると桃花塢に讀書する経験があるため，
円明園に対しての思いが非常に深かった。1736 年，乾隆帝が即位した後，円明園を再度
増築した。この時代の修築は雍正朝の円明園の構成が変わらず，周りに殿宇や楼台や廟宇
を添建した。一部の庭園の名や建築の名も変更し，文化的な典故を利用して庭園の名を哲
理化した。たとえば，「金魚池」を「坦坦蕩蕩」に変更され，『周易』にある「履道坦坦，
幽人真吉( 道を履むこと坦坦たり，幽人貞にして吉)」と『書經』にある「無偏無黨，王道
蕩蕩(偏無く党無し，王道蕩蕩たり)」から由来し，池の中に悠然として泳いでいる魚の様
態を利用し，自分の支配者とする正直な品格を標榜した。「田子房」は「澹泊寧靜」に変
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更され，諸葛亮の『誡子書』にある「非淡泊無以明志，非寧靜無以致遠（澹泊にあらざれ
ばもって志明らかならず，寧静にあらざればもって遠きを致すなし）」に由来し，身を修
め性を養う意味が現れた。これによって，円明園は康熙朝と雍正朝の文人散士の庭園のよ
うな風格を薄め，皇家庭園の位置づけが際立った。 
乾隆朝の修築を経て，方壺勝境，涵虛朗鑑，夾鏡鳴琴，涵古茹今，匯芳書院，鴻慈永祜，
曲院風荷という庭園を増築した。乾隆 9 年（1744）に「円明園 40 景」と称されるように
なる景物が全て完成し，乾隆皇帝は宮廷絵師に絹本彩絵で円明園の全貌を描くよう命令し
ていた。即ち現代まで伝わってきた 40 枚分景図の『円明園四十景図』である 24)。（図 2-7) 
3.4 原貌維持/乾隆朝後期，嘉慶朝，道光朝，咸丰朝（1744 年--1860 年） 
雍正朝と乾隆初年の増築を経て，円明園の建設が終わりに近づいた。乾隆 9 年（1744）
後，乾隆帝が主に円明園の東に長春園を建造し，円明園の大規模な造園活動は基本的に行
われなくなった 25)。咸丰朝までに，円明園は乾隆朝の原貌が維持され，少数の庭園のみが
改築された。 
3.5 廃墟の時期（1860 年--現在） 
咸丰十年（1860）に，第二次アヘン戦争後期に際して，フランス・イギリス連合軍が北
京まで侵入し，円明園を占拠した。侵略者は欲しいままに園内の宝物を略奪し，最後に園
内の建築を焼き払い，円明園は徹底的に破壊され，廃墟となった。現在の円明園は遺跡公
園として公開されている。 
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図 2-7 乾隆 9 年（1744 年）の「円明園 40 景」の平面図   （清朝『円明園四十景図』より作成する） 
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4. 円明園の全体的な配置 
広大な面積を有する円明園の最も著しい特徴は，様々な建築を中心とした小型の「園
中園」より構成されることである 17)。縦横に交錯している水道と湖池が敷地を多くの小
島に分割され，それぞれに島の上に土山を築き，建築を建て，独立的な庭園を構築した。
円明園は廃墟となったが，『円明園四十景図』に当時のほとんどの景色が描かれており，
円明園の最盛期の風貌を詳しく記録している 21)。そのため，本研究は『円明園四十景図』
を基本的な資料とし，その作品に現れた 40 か所の庭園を研究し考察する。（表 2-1） 
各庭園の位置から見れば（図 2-6），大宮門と正大光明正殿（No.1）は円明園の最南側
に位置し，主に朝会を行う場所であるため，近くにある勤政親賢（No.2）及び洞天深処
（No.40）と共に「宮門区域」と呼ばれている。正大光明（No.1）の北側には，９つの島
が後湖を取り囲んで並んでいる。この部分は円明園の核心であり，「九州区域」あるいは
「後湖区域」と呼ばれている。円明園の東側には，数十の島が福海を中心として並み，
「福海区域」と呼ばれている。円明園の西側と北側には，水道と湖池の間に多く庭園が分
布され，「河川区域」と呼ばれている。 
使用目的から見れば，これらの庭園は様々な機能をもっている 25)。皇帝が円明園で長
時間にわたって円明園で滞在するため，正大光明（No.1）と山高水長（No.1）の２つの庭
園を建造し，政務の処理や外藩の使者を招宴，式典と祭りを行う空間を提供した。円明園
は皇帝と家族の生活場所とし，多くの宮殿も建てられ，居住・讀書・接客などの需要を満
たし，一部の宮殿に室内劇場も設置された。当時，円明園には，神仏を供養するため，4
か所の宗教的な庭園も建てられた（慈雲普護（No.7），月地雲居（No.15））， 日天琳宇
（No.17），方壺勝境（No.29）。乾隆帝は雍正帝と乾隆帝の位牌を祭るため，1 つの大きい
廟である鴻慈永祜（No.18）を建てた。それ以外，円明園は離宮として，接秀山房（No.34）
と涵虛朗鑑（No.32）のような遊覧観賞用の庭園空間も多くある。概して，これらの庭園
は主に政治祝典空間，生活娯楽空間，宗教祭祀空間と遊覧観賞空間で構成された。 
全体的な配置から見れば，南側の大宮門から「後湖区域」を通して明らかな南北軸線が
形成された（図 2-8）。軸線に沿って朝会を行う場所と生活居住場所と遊覧鑑賞場所が順
番に配置され，皇室宮殿の「前朝後寝，前宮後園」という伝統的な空間構造 26)に合致す
るものとなっている。 
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表 2-1 『円明園四十景図』に描かれた 40 か所の庭園 
 
No. 庭園の名 建造年代 所在区域 庭園の機能
1 正大光明 雍正朝 宫門区域 政治祝典空間
2 勤政親賢 雍正朝 宫門区域 生活娯楽空間
3 九州清宴 康熙朝 後湖区域 生活娯楽空間
4 鏤月開雲 康熙朝 後湖区域 遊覧鑑賞空間
5 天然図画 康熙朝 後湖区域 遊覧鑑賞空間
6 碧桐書院 康熙朝 後湖区域 生活娯楽空間
7 慈雲普護 康熙朝 後湖区域 宗教祭祀空間
8 上下天光 雍正朝 後湖区域 遊覧鑑賞空間
9 杏花春館 康熙朝 後湖区域 遊覧鑑賞空間
10 坦坦蕩蕩 康熙朝 後湖区域 遊覧鑑賞空間
11 茹古涵今 雍正朝 後湖区域 生活娯楽空間
12 長春仙館 雍正朝 後湖区域 生活娯楽空間
13 山高水長 雍正朝 河川区域 政治祝典空間
14 万方安和 雍正朝 河川区域 生活娯楽空間
15 月地雲居 乾隆朝 河川区域 宗教祭祀空間
16 武陵春色 康熙朝 河川区域 生活娯楽空間
17 日天琳宇 雍正朝 河川区域 宗教祭祀空間
18 鴻慈永祜 乾隆朝 河川区域 宗教祭祀空間
19 彙芳書院 乾隆朝 河川区域 生活娯楽空間
20 濂溪楽処 雍正朝 河川区域 生活娯楽空間
21 多稼如雲 雍正朝 河川区域 遊覧鑑賞空間
22 映水蘭香 雍正朝 河川区域 遊覧鑑賞空間
23 水木明瑟 康熙朝 河川区域 遊覧鑑賞空間
24 澹泊寧静 雍正朝 河川区域 生活娯楽空間
25 西峰秀色 雍正朝 河川区域 生活娯楽空間
26 魚躍鳶飛 雍正朝 河川区域 生活娯楽空間
27 北遠山村 雍正朝 河川区域 遊覧鑑賞空間
28 四宜書屋 雍正朝 河川区域 生活娯楽空間
29 方壷勝景 乾隆朝 河川区域 宗教祭祀空間
30 廓然大公 康熙朝 福海区域 生活娯楽空間
31 平湖秋月 雍正朝 福海区域 遊覧鑑賞空間
32 涵虚朗鑑 乾隆朝 福海区域 遊覧鑑賞空間
33 蓬島瑶台 雍正朝 福海区域 生活娯楽空間
34 接秀山房 乾隆朝 福海区域 遊覧鑑賞空間
35 別有洞天 雍正朝 福海区域 遊覧鑑賞空間
36 夾鏡鳴琴 乾隆朝 福海区域 遊覧鑑賞空間
37 澡身浴徳 乾隆朝 福海区域 遊覧鑑賞空間
38 坐石臨流 雍正朝 河川区域 生活娯楽空間
39 曲院風荷 乾隆朝 河川区域 遊覧鑑賞空間
40 洞天深処 雍正朝 宫門区域 生活娯楽空間
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図 2-8 円明園の全体的な平面配置 
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5. 円明園の山形水系及び風水文化 
円明園の建設は自然的な沼沢地を利用し，湖を堀って，山を積み重ねて，豊富な地形を
構築し，平地で庭作りの代表作となされている。単に沼沢地の泥土で山を築くのは崩れ落
ちやすいため，円明園内の築山は主に土と石で構築された 27)。西山・玉泉山・万寿山は園
内の借景となっており，さらに当時の土木工事の制約を受けたため，園内の築山は高くな
い。築山の形態は主に狭く帯状であり，連なり起伏し，峰,崗,谷,崖,洞,洲,島,堤などの多様
な地形を作り出した。1933 年に作成した円明園の遺跡の測量図によると，築山の幅は 5m
～15m のものが多い。築山の高さは一般的に 7m 以下であり，最低のものは 1.98m である
28)。このことにより，築山の高さが意図的に人の視線以上に設定され，築山は空間を囲う
ものとなった 29)。 
円明園には，人工的な水面が全園に広がっている。水面の面積は約全園の 1/3 を占めて
おり，水面の変化も極めて豊富であり，泉,瀑,溪,池,河,湖,海などが広く分布した。最大規
模の水面は東側にある福海（585m×513m）であり，次は南西側にある後湖（232m×198m）
である。多くの小規模の水面は庭園の間を通り抜け，庭園の境界線となっているとは限ら
ず，縦横に交錯している水上交通のネットワークも構成している 30)。円明園には，山と水
が互いに引き立て，風景が柔らかく麗しい，さながら江南の水郷のようである。 
既往研究で円明園の全体的な配置は中国の伝統的な風水文化と深い関連性があること
が明かされた。雍正が即位した後，円明園を修築する前，円明園を離宮として造営するた
め，風水術士の山東德平県知県の張 鐘子と潼関衛廩膳生員の張 尚忠の 2 人に円明園
の風水を系統的に探査するよう命令した 32）。調査より，九宮八卦と天干地支の風水理論
の方面には，円明園の全部的な山水配置は中国の国土の山形水系とほぼ似ている。古代の
風水文化には，中国の地理は西北が高く，東南が低く，西北が崑崙山脈と接し，東南が大
海と連がるという「九州四海」の印象がある。円明園の地形をみれば，西山の余脈からの
影響があるため，西北部の海抜と山の高さは全園の一番高いところで，神州に引伸ばす崑
崙山脈のように，円明園の全園に展延する 32）。円明園内の配置は，九宮八卦の建築理論
と一致し，用地の選定も全体的な構成も「上合天星（星の位置と合い），下包地軸（地理
形勢を含み），九州四海俱保羅其内（九州四海を園内に網羅する）」と評価された。円明園
の核心区域は後湖と前湖の周りにある区域であり，この区域は最大の島の九洲清晏を中心
として九宮八卦の配置のように設計され，文化意象上に華夏地理文明の神聖的な象徵であ
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る『禹貢』の中の九州と合致す（図 2-9）。この風水報告は円明園を一般的な王府花園から
皇室朝廷花園に格段と向上した。他の王府花園と異なることは，円明園が一般的な造園芸
術と詩意を示すのみならず，「九州天下大一統」の政治理念も表現している。 
円明園の東部にある福海は，東湖と呼ばれることもあり，水面が広く，周りの山が福海
に逆さまに映って，仙境のような景色と見える。毎年の端午の節句，福海で大型の龍船の
競漕を行った 5）。福海の名は神話にある東海仙境を題材にする。福海の真ん中に 3 つの島
を積み重ねて，島の上に殿閣亭台を建て，神話の蓬萊洲にある蓬萊,瀛洲,方丈の 3 つの仙
山を模倣し，福海の周りに 10 つの島を構築し，道教の十洲三島の神仙境界を象徴する 29)。 
総合的に見ると，円明園の全園の山水配置は西北から東南にかけて崑崙と蓬萊という２
つの神話伝説に貫かれ，中国の伝統的な自然観と宇宙観を反映する。 
 
 
図 2-9 円明園における九州景区の九宮八卦の文化意象 
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図 2-10 円明園における九州景区の九宮八卦の配置 
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No.1   正大光明                         No.2   勤政親賢 
   
No.3   九州清宴                         No.4   鏤月開雲 
   
No.5   天然図画                         No.6   碧桐書院 
 
図 2-11 「清」円明園四十景図（No.1 - No.6） 
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No.7   慈雲普護                         No.8   上下天光 
   
No.9   杏花春館                         No.10   坦坦蕩蕩 
   
No.11   茹古涵今                       No.12   長春仙館 
 
図 2-11 「清」円明園四十景図（No.7 - No.12） 
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No.13   山高水長                       No.14   万方安和 
   
No.15   月地雲居                       No.16   武陵春色 
   
No.17   日天琳宇                       No.18   鴻慈永祜 
 
図 2-11「清」円明園四十景図（No.13 - No.18） 
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No.19   彙芳書院                       No.20   濂溪楽処 
   
No.21   多稼如雲                       No.22   映水蘭香 
   
No.23   水木明瑟                       No.24   澹泊寧静 
 
図 2-11「清」円明園四十景図（No.19 - No.24） 
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No.25   西峰秀色                       No.26   魚躍鳶飛 
   
No.27   北遠山村                       No.28   四宜書屋 
   
No.29   方壷勝景                       No.30   廓然大公 
 
図 2-11「清」円明園四十景図（No.25 - No.30） 
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No.31   平湖秋月                       No.32   涵虚朗鑑 
   
No.33   蓬島瑶台                       No.34   接秀山房 
   
No.35   別有洞天                       No.36   夾鏡鳴琴 
 
図 2-11「清」円明園四十景図（No.31 - No.36） 
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No.37   澡身浴徳                       No.38   坐石臨流 
   
No.39   曲院風荷                       No.40   洞天深処 
 
図 2-11「清」円明園四十景図（No.37 - No.40） 
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建築配置からみた円明園の庭園空間の特徴 
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1. 本章の背景と目的 
広大な面積を有する円明園は様々な建築を中心とした小型の「園中園」より構成され，
中国伝統庭園の建築様式が多くみられる 1)。単体建築の類型から見れば,殿堂注 1)・斎・館・
楼・閣・亭・榭・台・塔・橋などの多様な類型がある。屋根の構造から見れば,歇山・硬山・
懸山・単卷・双卷・三卷と単檐・単檐などの構造がある（図 3-1）。建築の平面形状から見
れば,一般的な矩形・方形・円形・工字形・凹凸形・六角形・八角形の形以外,眉月型・万
字型・十文字形・田字形・曲尺形などの目新しい形もある（図 3-2）。これらの様式を組み
合わせ,豊かな建築の形態を生み出し,全ての中国伝統的な建築の平面布局と構造がほぼ円
明園に現れる。中国古代の庭園にある建築は単に使用者の居住,休憩,各種活動を行う需要
を満たすというだけでなく，景観の構図に関与することや空間を移り変わることなどを通
して庭園空間造営上に重要な影響を与え,庭園に様々な意味や用途を持たせるための重要
な構成要素でもある。円明園内に分布されていった様々な庭園建築の配置方法と庭園機能
の関係はさらに検討の余地がある。そのために,本章では,建築配置に着目し,中国の伝統的
な建築ならびに庭園空間の造営の思想や手法に基づいて，円明園の全体的な建築配置と庭
園空間の特徴及び機能との関係を分析し考察する。 
 
   
 
   
 
図 3-1 円明園における建築の屋根の構造 (図画は『円明園四十景図』より) 
歇山卷棚         硬山卷棚         懸山卷棚  
双卷棚            三卷棚           重檐歇山 
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図 3-2 円明園における建築の平面形状 (図画は『円明園四十景図』より) 
 
2．研究対象と方法 
2.1 研究対象 
乾隆 9 年（1744）には「円明園 40 景」と称されるようになる景物が全て完成し，その
後円明園の大規模な造園活動は基本的に行われなくなった 2)。円明園は咸豊 10 年（1860）
英仏連合軍によって破壊され，廃墟となり，現在，円明園の本来の姿を確認できる資料は
乾隆時代（1740 頃）の『円明園四十景図』のみで，乾隆帝初期の円明園のほとんどの建築
が描かれている絹本著色の絵図は，円明園を研究する上で最も価値が高い資料の 1 つで
ある 3)。本研究は『円明園四十景図』を描写した 40 か所の庭園における建築を研究対象
とする。 
2.2 研究方法 
まず,円明園の関連論文，図面と文献を調べる。40 か所の庭園の機能・庭園位置・庭園
における単体建築の類型と用途注１)，などの基本情報を整理する。全園の配置と各庭園の
位置は残された歴史上の平面図に参考にし,各庭園の機能と単体建築の類型は『円明園百
景図志』,『乾隆御品円明園』などの文献と論文を参考にする。各庭園内にある建築配置は
『円明園四十景図』4)に基づき,40 か所の庭園建築の平面図を製作する。 
凹凸形           工字形              眉月型  
万字型           田字形         十文字形 
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次に,本研究は，中国伝統庭園の造営体系に基づき,伝統的建築の分析手法を参考にし，
複数建築の配置・全体配置にみる軸線・建築群と周辺の関係性を本研究における建築配置
特徴の分析要素とし，データを整理する。そしてクラスター分析 10)によって分類し，各
建築配置類型の特徴を明確にする。 
最後,既往研究 5-8)にある分類方法を参考にし，40 か所の庭園を機能によって政治祝典空
間・宗教祭祀空間・生活娯楽空間・遊覧鑑賞空間の 4 種類に分ける。クラスター分析と結
びつけ,4 種類の空間における各建築配置の種類を整理する。また，時代背景と文化背景を
結び付け，円明園における建築配置と庭園空間の特徴と造園手法を分析し考察する。 
3．庭園建築配置の特徴 
3.1 庭園建築配置の類型 
中国の伝統的な庭園は,規模や機能や風格によって,建築の配置も千変万化し,一定の様
式はない。庭園建築の配置に対する研究は一般的に３つ段階に分けている。まずは単体建
築を組み合わせて建築群になる。次は多くの建築群によって大きな範囲に建築の群落を形
成する。この建築の群落の最も明らかな特徴は軸線である。また,建築の組み合わせの方
法や建築の向きによって,建築群と周囲の関係も異なっている。それらの特徴に基づき,本
章では複数建築の配置・全体配置にみる軸線・建築群と周辺の関係性の 3 つの観点から円
明園 40 景における建築配置の特徴を分析する。 
本研究では,複数建築の平面配置を中庭型・自由型・線型・散点型の 4 種類（図 3-3）に
分ける 9)。中庭型は幾つかの単体建築と塀と廊などを取り囲み,中心には庭を形成してい
る配置であり,合院型も呼ばれている。自由型は一定の秩序がなく,幾つかの単体建築を自
由的に組み合わせている配置である。線型は幾つかの単体建築を線を沿って前後あるいは
左右に直列連結している配置である。散点型は幾つかの単体建築を互いに関連がなく,独
立的に存在している配置である。調査によって,40 か所の庭園には，散点型の建築配置が
ある庭園は 30 か所であり，ついでに線型が 27 か所，中庭型が 23 か所ある。 
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図 3-3 複数建築の配置 
 
建築群を軸線に沿って配置するか否かと軸線の数によって,本研究は全体配置にみる軸
線を突出単軸線・多軸線並列・軸線不明白の 3 種類（図 3-4）に分ける 10)。突出単軸線は
建築群を一つの主である軸線に沿って分布している配置である。また副次的な軸線存在し
ている場合もあるが,全体的に見ると一つの軸線は明らかでなく,目立っている。多軸線並
列は建築群を 2 つ以上の軸線に沿って分布しており,2 つの軸線が明らかな差異がない配
置である。軸線が不明白のは建築群は軸線に沿って分布しておらず,あるいは軸線が明ら
かではない配置である。調査によって,40 所庭院中， 15 か所の庭園には,建築群の配置は
明らかな軸線を構成しない。他の 25 か所の庭園には,15 か所の建築群は明確な軸線を構
成し,10 か所は２つ以上の軸線を形成する。 
 
図 3-4 全体配置にみる軸線 
 
建築の配置と向きによって,本研究は建築群と周辺の関係性を「開いている」と「閉じて
いる」の 2 種類（図 3-5）に分ける 11-12)。周辺に対して開いているのは建築によって形成
する空間は周囲の環境とつながっている配置である。閉じているのは幾つかの建築を取り
60 
 
囲み,閉鎖的な空間を形成しており,周囲の環境と分離している。また,ある建築群は規模が
大きいあるいは構成が複雑であるため,「開いている」配置と「閉じている」配置の両方も
備えている。40 所庭院中，周辺に対して開いているのは 17 か所で，閉じているのは 10 か
所である。また,残りの 13 か所では両方の特性をあわせ持っている。 
 
図 3-5 全体配置にみる軸線 
 
3.2 庭園建築配置の特徴 
以上の分析方法を利用して, 図 3-3，図 3-3 と図 3-3 を依拠として，円明園の建築配置を
解説する論文と書籍 12-18)を参考にし，40 か所の庭園の建築配置についてのデータを判断
し整理する（表 3-1）。通用されているクラスター分析(Ward 法と平方ユークリッド距離)
を利用し，上述した 3 要素より得た 40 か所の庭園的建築配置のデータを分類する。クラ
スターの距離が大きく,各グループの差異が最も著しい範囲を切断し,40か所は 4グループ
（表 3-2）に分けられる。(下記「グループ」は「G-S」と略称する。)  
G-SA（10 か所）の庭園は全て中庭型，多軸線並列の建築配置をもっている。線型（4 か
所）と散点型（5 か所）もみられる。10 か所全てにおいて周辺に対し閉じている配置がみ
られ基本的に閉鎖的な空間を構成するが，このうち 3 か所は開いている配置をあわせも
ち，一部で開放的な空間もみられる。G-SA の建築配置は，中庭を縦軸方向一列にならべ，
また複数列の庭園を横方向で順列させ，多軸線並列の庭園構成を構築する。このような建
築配置は清朝に流行した四合院 19)で生まれたもので，一つの中庭を「進」という単位と
し，それが 2 つ以上縦方向に連なったものは「路」という単位を用いて表現されるもので
ある。G-SA の庭園建築配置は複数の中庭を多軸線並列で構成するという閉鎖的な多進多
路合院の特徴を持つと言える（図 3-6）。 
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表 3-1 40 か所の庭園における建築配置の類型 
 
注： Y：中庭型，F：自由型，S：線型，P：散点型，D：突出単軸線，R：多軸線並列，A：軸線不明白， 
O：開いている，C：閉じている 
C F S P AD AR AN O O+C C
1 正大光明 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
2 勤政親賢 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
3 九州清宴 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
4 鏤月開雲 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
5 天然図画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
6 碧桐書院 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
7 慈雲普護 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
8 上下天光 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
9 杏光春館 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
10 坦坦蕩蕩 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
11 茹古涵今 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
12 長春仙館 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
13 山高水長 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
14 万方安和 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
15 月地雲居 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
16 武陵春色 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
17 日天琳宇 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
18 鴻慈永祜 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
19 彙芳書院 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
20 濂溪楽処 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
21 多稼如雲 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
22 映水蘭香 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
23 水木明瑟 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
24 澹泊寧静 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
25 西峰秀色 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
26 魚躍鳶飛 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
27 北遠山村 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
28 四宜書屋 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
29 方壷勝景 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
30 廓然大公 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
31 平湖秋月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
32 涵虚朗鑑 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
33 蓬島瑶台 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
34 接秀山房 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
35 別有洞天 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
36 夾鏡鳴琴 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
37 澡身浴徳 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
38 坐石臨流 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
39 曲院風荷 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
40 洞天深処 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
23 6 27 30 15 10 15 17 13 10
No. 庭園の名
複数建築の配置 全体配置にみる軸線 周辺との関係性
総　計
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表 3-2 建築配置による 40 か所の庭園の分類 
 
注： Y：中庭型，F：自由型，S：線型，P：散点型，D：突出単軸線，R：多軸線並列，A：軸線不明白， 
O：開いている，C：閉じている 
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G-SB（10 か所）の庭園は全て中庭型，単軸線突出の建築配置である。線型（5 か所）と
散点型（6 か所）があるものもみられる。10 か所全てに閉じている配置がみられ，そのう
ち 7 か所で開いている配置をあわせもつ。G-SB の庭園建築配置は閉鎖的な中庭を単軸線
で配置する特徴を持つと言える（図 3-6）。 
G-SC（5 か所）の庭園は，建築は全て線型と散点型で，明確な単軸線上に配置され，周
辺に対して開いている配置である。したがって G-SC の庭園建築配置は単軸線上にあり,
かつ開放的な建築配置の特徴があると言える（図 3-6）。  
G-SD（15 か所）の庭園では，全て軸線不明白の全体配置である。ほとんど全ての庭園
は線型（13 か所）と散点型（14 か所）の開放的な建築配置である。中庭型は 3 か所と比
較的少なく，全ての自由型はこの GS-に集中している。G-SD の庭園建築配置はゆえに軸
線の存在しない開放的な自由配置の特徴を持つと言える（図 3-6）。 
 
 
図 3-6 各グループの建築配置のイメージ 
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表 3-3 庭園建築配置からみた庭園空間の特徴 
 
 
G-SA G-SB G-SC G-SD 
    
政治祝典空間(2 か所) ／ 2 か所 ／ ／ 
宗教祭祀空間(5 か所) 1 か所 3 か所 1 か所 ／ 
生活娯楽空間(17 か所) 9 か所 3 か所 1 か所 4 か所 
遊覧鑑賞空間(16 か所) ／ 2 か所 3 か所 11 か所 
4．庭園建築配置からみた庭園空間の特徴 
円明園には，皇室一族の長期生活の離宮として，様々な機能を持つ「園中園」が配置さ
れている。本研究では「園中園」を政治祝典空間，宗教祭祀空間，生活娯楽空間と遊覧鑑
賞空間に分け，前述の建築配置類型と結びつけ（表 3-3），円明園の庭園空間特徴を明らか
にする。また，一般的な伝統庭園空間と比較し,時代背景と文化背景を結び付け，庭園空間
特徴と造営手法を考察する。 
4.1 政治祝典空間の特徴 
円明園 40 景における政治祝典空間は 2 か所（No.1，No.13）しか設置されておらず，そ
れぞれ皇帝が朝会を行い，外国使者を接見し，戸外祝典を行う場所 20)である。2 か所の建
築配置は全て G-SB に分類された（表 3-3）。2 か所とも中庭型と線型の建築配置を用いて，
明快な軸線を形成する。 
正大光明（No.1）（図 3-7）は円明園の南部に位置し，宮門区とも称され，中心軸線上に
影壁，大宮門・二宮門と正殿が順番に並び，両側に轉角朝房と東西朝房が均斉的に配置さ
れて，3 つの明瞭な等級の中庭が南北軸線上に形成されている。影壁・朝房・2 つの宮門
を通り抜けた後，主体となる正大光明殿に到着する。『清会典・禮部』と『養吉斎從録』
空間 
の機能 
建築配置の
類型 
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より，皇帝が円明園で駐蹕していた期間，盛大な宴会と科挙試験などの重大な式典と儀式
を全て正大光明殿で行った 17,21）。朝政儀式を行う際は，皇帝は正殿にいて，皇子と官吏た
ちはその次の空間に並ぶ 7)，また宮門と中庭は身分を区分する境界線の役割を果たすため，
皇帝の権力を象徴する中心の空間が強調される。 
 
図 3-7 正大光明（No.1）の平面配置 
 
山高水長（No.13）（図 3-8）は雍正期に引見楼と称され，每年の元宵節の前，乾隆帝は
ここで外国使者や外藩を招宴し，花火，火戲，飾り灯ろうを観た 17）。この庭園空間には明
確な東西方向の軸線があり, 東西向の長い楼はこの庭園の正殿であり，正殿の正面が西側
を向くことでその前にある大きな空間を利用している。一方で，その背面には建築で囲ま
れた中庭が配置されているの，この庭園は周辺に対し開いている空間と閉じている空間の
両方の特徴を有している。両側に線型に並ぶ下屋は正殿及び正殿がある空間を引き立たせ
ている。宴会は正殿の中で開かず，その前にある広い空き地でゲル（モンゴル族の住むフ
ェルト製の円いテント）を作り，その中で盛大な宴会を開いた。平日にはここは馬術と射
術の練習場所として使用された 17,21）（図 3-9）。 
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図 3-8 山高水長（No.13）(図画は『円明園四十景図』より) 
 
 
図 3-9 元宵節の祝典期間に正殿の前の平面配置（様式雷図） 
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2 か所の政治祝典空間を概観すると，全て中庭型と線型の建築配置であり，明らかな単
軸線により，最も重要な空間であることと，皇帝の唯一無二の地位を強調し，封建社会の
等級秩序を示す。居住と遊覧鑑賞することを主とする円明園は，規模と等級において当時
の巨大な皇宮である紫禁城には及ばないが，政治祝典空間は封建社会の礼制文化 23)に従
い配置されている。 
4.2 宗教祭祀空間の特徴 
円明園 40 景においては，5 か所の宗教祭祀空間が建てられ，分別用于供奉祖宗或者宗
教神,行宗教或者祭祀相的活動之用 14)。5 か所の建築配置は G-SB の 3 つ（No.15，No.18，
No.29），G-SA の 1 つ（No.17），G-SC の 1 つ（No.7）に分類された（表 3-3）。 
G-SB に分類された 3 か所の庭園（No.15，No.18，No.29）では大きな中庭を主要な活動
空間とし，1 つの小型の従属的中庭が付加されている。この 3 か所における主体活動空間
は，塀によって囲まれているため，周辺に対して閉じている空間となっている。このうち
2 か所（No.18，No.29）の中庭の外側には，軸線に沿って一連の構築物が配置され，中庭
の方へと人を導く役割をもつ開放的な空間構成となっている。鴻慈永祜（No.18）（図 3-10）
は円明園の北西部に位置し，安佑宮とも称され，乾隆朝に雍正帝と乾隆帝の位牌を祭る場
所である 17）。この庭園の全体的な配置は整然として対称的に配置され，明確な南北軸線
を形成した。安佑宮という正殿はこの建築群の中心であり，方形の庭の中に配置され，桁
行が 9 間で，屋根に黄色い琉璃瓦がかぶせられ，建築物が目も奪わんばかりに華麗であ
る。正殿はこの建築群の中心であり，2 重塀を設置し，正殿を囲み，厳粛で閉鎖的な祭祀
空間が構成されている。しかも中庭外側に牌坊，望柱などが対称的に配置され，儀式的な
雰囲気を醸し出し，また訪れた人を導く空間序列を形成するなど，中庭の祭祀空間の性格
を引き立たせている。月地雲居（No.15）（図 3-11）は鴻慈永祜（No.18）の南側に位置し，
全体的な配置も対称的に配置され，南北軸線を形成した。建築群は前庭と裏庭に分け，前
庭の真ん中には大きな重檐攢尖頂の大殿を配置され，両側は鐘楼と鼓楼であり，後ろには
２つの重檐八角亭がある。裏庭の建物は仏像を祭る場所と法蔵であり，裏庭の両側に２つ
の小院がある。月地雲居（No.15）の全体は中庭前へのアプローチがないが，前裏庭の形
式と対称的な配置をすることで，閉鎖的な中庭の空間序列が形成され，中庭の中心である
建築が突出されている。    
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図 3-10 鴻慈永祜（No.18）の平面配置 
 
 
 
図 3-11 月地雲居（No.15）の平面配置 
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G-SA に分類された日天琳宇（No.17）（図 3-12）も円明園の北西部に位置し，雍正朝に
仏楼と称されたが，実は多くの宗教の神を供奉し，乾隆帝は每月の初一と十五にお参りに
行って，神仏の恵みと加護を祈った 15）。東側の 2 組の建築群は中庭の配置を採用し，閉
鎖的な活動空間を形成している。西側の 2つの建築は特殊であり，4棟の楼閣が並列され，
前後楼は穿堂で接し，閉鎖的な中庭を形成しているが，建築群が周囲の環境と完全に接し，
開放的な空間特徴をもっている。また，南部には敞廳，燈亭，太歳壇などの小さい構造物
があり，庭園空間が豊富になった。 
G-SC に分類された慈雲普護（No.7）（図 3-13）は後湖の北側に位置する。『日下舊聞考』
と雍正帝と乾隆帝の詩文より，この庭園では，喇嘛教に属する歡喜佛場，漢地佛教に属す
る觀音殿，道教に属する道士廬及び民間が供奉する関帝廟と龍王殿は全て設置され，各種
の宗教が同時に共存する場所である 17）。庭園内の建築群のは，長い廊下で 3 つの主要な
建築が川沿いに並び,中心にある正殿を軸としてその他の 2つが対称的に配置されている。
正殿前には展望台が設置され，遊覧の役割を兼ねる開放式宗教空間を形成する。 
5 か所の宗教祭祀空間について，G-SB の 3 か所の建築配置は一般的な宗教祭祀空間と
合致し，主体となる建築は対称形に整然と並び，閉鎖的な中庭空間を目立たせる配置とな
っている。G-SA と G-SC，特に慈雲普護（No.7）のような周辺に対して完全に開いている
建築配置は伝統的な宗教祭祀空間ではめったにみられない。このように，円明園における
宗教祭祀空間は，全体的に，庭園内における最も重要な空間が突出し，かつ中国の伝統的
な囲われた配置を主としているため威厳があり神秘的な空間の特性をはらんでいる。その
一方で，離宮御園であるという特徴をいかし，景観資源を合理的に配置しながら遊覧性の
ある開放的な宗教祭祀空間を同時に形成している。 
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図 3-12 日天琳宇（No.17）の平面配置 
 
 
図 3-13 慈雲普護（No.7）の平面配置 
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4.3 生活娯楽空間の特徴 
円明園 40 景において，17 か所の生活娯楽空間がある。建築配置は G-SA の 9 つ（No.2，
No.3，No.6，No.11，No.12，No.19，No.25，No.38，No.40），G-SB の 3 つ（No.26，No.30，
No.33），G-SC の 1 つ（No.20），G-SD の 4 つ（No.14，No.16，No.24，No.28）がある（表
3-3）。 
G-SA の 9 か所の生活娯楽空間は多進多路合院の建築配置によって高密度で閉鎖的な住
居空間を構築する。平面配置においては，あえて完全的に対称形をとっていない。例えば，
九州清晏（No.3）（図 3-14）は後湖の南側に位置し，皇帝と嬪妃が居住する場所である。
ここも皇帝が家族集会と宴会を行う場所であり，正大光明殿の政治的な賜宴と区別される
17）。この建築群は円明園の最も大きい建築群であり，中庭型の建築配置で 2 進もしくは 3
進の通路が 7 列東西に並ぶ，つまり 7 路の構成となっている。真ん中の一路には 3 つの大
殿が南北軸線に配置され，屋根の形が歇山頂を採用され，高い等級を表現する。中庭にお
ける主要建築は，横方向では中心から両側へ，縦方向では中心から南北に等級が下がり，
縦横方向の厳格な等級秩序を形成する。碧桐書院（No.6）（図 3-15）は後湖の北東部に位
置し，大小さまざまな建筑が数十棟ある。これらの建築は主路と次路に分けているが，ふ
ぞろいで雑然としている変化を意識的に造営する。建築は自然な地形を結び付けて図を構
成したり，雁行型の平面形態と不規則な庭を形成し，山水が調和的に共存する閉鎖的な空
間が形成され，一般的な合院空間よりいっそう活発で面白い。 
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図 3-14 九州清晏（No.3）の平面配置 
 
 
 
図 3-15 碧桐書院（No.6）の平面配置 
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G-SB の 3 か所（No.26，No.30，No.33）は塀で中庭を包み，主体となる建築を目立たせ
る特徴をもつ。例えば，魚躍鳶飛（No.26）（図 3-16）の庭園は円明園の北側に位置し，廊
下・垣根・塀で 3 つの閉鎖的な中庭を形成する。その一方，北側の中庭に 1 つの正方形の
建築が構築され，庭園外の河と隣接している。この高大な四面に開いた正殿はほぼ全方位
にわたる景観的な視野を備え，明らかに開放的な空間の特徴を持つ。このような小規模の
庭園空間は，建築配置の方角を調整することで，空間に閉鎖性と開放性の 2 つの特徴を備
えさせ，居住者のプライバシーと安全性を確保するだけではなく，より多くの景観を取り
込むことができるようになっている。 
 
図 3-16 魚躍鳶飛（No.26）の平面配置 
 
G-SC の 1 か所の濂渓楽処（No.20）（図 3-17）は円明園の北西部に位置する。主体とな
る建築群は庭園内の島に位置し，島の周りは小川で囲まれ，一部の建築は小川の岸に配置
された。全部の建築は南北軸線を形成し，島にある最も大きい正殿がこの庭園の中心であ
る。単軸線より線型と散点型建築配置をあわせ持ち，正殿が際立つ開放式庭園空間を構築
する。『内務府活計档』の記載より，殿内は皇帝の宝座と室内劇場があった 17）。東側の水
面には亭榭が構築され，廊下で正殿と連結され，蓮の景観を観賞するいい場所となる。 
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図 3-17 濂渓楽処（No.20）の平面配置 
 
G-SD の 4 か所は，自由型，線型と散点型建築の組み合わせであり，開放的な庭園空間
を構築する。例えば，万方安和（No.14）と澹泊寧静（No.24）（図 3-18）は特別な造形の
主体となる正殿と周囲の山水が結びつき，開放的で独特な庭園空間を形成する。万方安和
（No.14）（図 3-18）は雍正朝に建てられ，円明園の西部に位置する。主体となる大殿は万
字の形が採用され，「国泰民安（国家は安泰にして人民は平穏である）」という政治的な願
望を表現する。室内には寝台，宝座，室内劇場などが設置され，集会と娯楽活動の場所と
なる。この大殿は池の北東に位置し，建築の四面が水面と向かい合い，多くの水景を観賞
できる。澹泊寧静（No.24）（図 3-18）も雍正朝に建てられ，円明園の重要な游憩寝宮の 1
つである 17,20）。主体となる大殿が田字の形を採用され，万方安和の建築と同じに独立的に
配置され，四面に周囲の景観を見える。 
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図 3-18 万方安和（No.14）と澹泊寧静（No.24） (図画は『円明園四十景図』より) 
 
17 か所の生活娯楽空間をみると，G-SA のような伝統的な生活空間の建築配置が多く占
めている。封建社会の倫理価値観に迎合し，等級秩序が厳しさを反映した閉鎖的な庭園空
間を形成する 22)。G-SB の庭園のように 1 つの中庭を主な生活空間とする建築配置は,伝
統的な小規模生活空間の建築配置と合致し，またパノラマ効果が重視されており，開放式
と閉鎖式の 2 つの空間特徴をあわせ持つ。G-SC と G-SD の 5 か所は一般的な伝統生活空
間と大きく異なり，生活空間と庭園景観が完全に融合する空間特徴を有する。円明園の生
活娯楽空間をみると，封建礼制文化を重要な要素として考えながらも，適度に景観の豊か
さと生活の快適性を求めていることがわかる。 
4.4 遊覧鑑賞空間の特徴 
円明園 40 景において 16 か所庭園是用于遊覧鑑賞的空間，建築配置は G-SD の 11 か所
（No.9，No.21～No.23，No.27，No.31，No.32，No.34～No.37），また G-SB の 2 か所（No.4，
No.5），G-SC の 3 か所（No.8，No.10，No.39）がある（表 3-3）。 
G-SD の 11 か所はこの G-SD の大部分を占める。庭園建築は簡単で質素な家屋，亭，榭
を主とし，自由型，線型，散点型の建築配置により，中心のない自由開放式空間となって
いる。遊覧鑑賞空間は多く福海周囲と河道が密集する西北区に分布し，自然山水を借景と
して利用するため，建築は河道と湖面に向かい配置されている。例えば，涵虚朗鑑（No.32）
（図 3-19）は福海の北東側に位置し，東側にあって西向きに建っている。線型の建築と単
体の亭榭は岸に沿って線型に並び，水面の側に台が設置され，福海の水景観と遠い西山を
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眺望するいい場所となる。北遠山村（No.27）（図 3-19）は円明園の北側に位置し，川の両
岸に素朴な建築は沿って線型に並び，江南の水郷のような風景を造営し，環境の中に溶け
込むような景観的特徴がある。映水蘭香（No.22）と水木明瑟（No.23）（図 3-20）は円明
園の中部に位置する。水木明瑟の庭園には，西向きの建築群は高いの台に建てられ，房屋，
亭榭が折れ曲がった廊下で連結され，水面と近づけている。映水蘭香の庭園には，建物が
小さくて素朴であり，水路と田畑の間に分散配置され，田舎の田園風景を再現しながら，
建築と自然式庭園が融合した景観が形成されている。 
   
図 3-19 涵虚朗鑑（No.32）と北遠山村（No.27）(図画は『円明園四十景図』より) 
 
    
図 3-20 映水蘭香（No.22）と水木明瑟（No.23）(図画は『円明園四十景図』より) 
 
G-SB の 2 か所（図 3-21，図 3-22）は，周辺に対して閉じている中庭型建築配置により
閉鎖的な一方，正殿は中庭の外側に独立して配置され，開放的な特徴もみられる。たとえ
ば，鏤月開曇（No.4）（図 3-22）は雍正朝に建てられ，後湖の南東側に位置しする。庭園
内の建築は南北軸線を形成し，北の部分は三合院の配置を採用し，閉鎖的な中庭空間を形
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成する。中庭の南には，1 つの大殿が台基の上に建てられ，屋根に黄色いと青い琉璃瓦が
かぶせられ（図 3-23），建築物が目も奪わんばかりに華麗であり，北部の建築より等級が
高い。この大殿の周りに石と牡丹が設置され，前に小川を流れ，景色がいい場所となる。
この場合，中庭の空間は副次的になる。 
 
図 3-21 天然図画（No.5）の平面配置 
 
 
図 3-22 鏤月開曇（No.4）の平面配置 
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図 3-23 鏤月開曇（No.4） (図画は『円明園四十景図』より) 
 
G-SC の 3 か所では，線型と散点型の建築配置で，単軸線が際立つの傾向があるため開
放的な空間となっている。例えば，坦坦蕩蕩（No.10）（図 3-24）は後湖の西側にある小島
に位置し，庭園内に大きい魚池があり，中には色鯉を数千匹飼ている。魚池の真ん中には
大きい敞廳と小さい四方亭が配置され，池の南側には線型の建築群は廊下で連結される。
池の中心にある敞廳はこの庭園の中心であり，南北軸線に配置されている。全部の建築群
は周囲の環境と完全に連接しているが，規則と秩序を象徴する軸線及び建築の大きさやそ
の等級の相違は，明らかな空間的ヒエラルキーを与えている。 
 
図 3-24 坦坦蕩蕩（No.10）の平面配置 
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したがって，16 か所の遊覧鑑賞空間のうち G-SD の 11 か所では，伝統的な遊覧鑑賞空
間の造園手法と合致し，自然的な地形に適した方法をもちいて，山水田園風景を融合する
中心のない自由開放式空間を多く形成している。残りの G-SB と G-SC の 5 か所の建築配
置は，自然と融合する空間を形成すると同時に，最も重要な空間を強調し,皇室庭園の威
厳と高貴に迎合した，重厚な空間の雰囲気を創り出していることがわかる。G-SB と G-SC
のような造園手法は一般的な遊覧鑑賞空間ではめったにみられなく，これは伝統的造園手
法が採用されている上に，目新しい手法が用いられていることがわかる。 
以上，建築配置の類型と庭園空間の機能を結びつけ,一般的な伝統庭園空間と比較し,各
庭園空間の特徴と造営手法を明白した。4 種類の庭園空間においては，伝統的な造園理論
と技術が多く踏襲されていることがわかる。政治祝典空間と宗教祭祀空間には，明快な軸
線と閉鎖的な中庭の空間序列が形成され，主要な活動空間が際立っている。生活娯楽空間
の配置は，伝統的な四合院の建築配置を多く採用している。遊覧鑑賞空間においては，山
水風景との融合および田園風景の模倣が多く現れる。一方で，伝統造園手法を引き継ぎな
がらも,新しい手法が用いられていることがわかる。宗教祭祀空間では，一部では景観と
融合し，自然式庭園景観と結びついた宗教祭祀空間が創出されている。生活娯楽空間には，
閉鎖性と開放性の 2 つの空間特徴を備えた小規模生活空間，特別な造形の建築によって
開放的で独特な庭園空間が形成されている。遊覧鑑賞空間では，一部では明快な軸線を構
成し,皇室庭園における等級と秩序が重視されている。庭園全体の空間配置においては，
後湖を中心とし，南から北にかけて政治祝典空間，大型生活娯楽空間と遊覧鑑賞空間を配
置し，皇室宮殿の「前朝後寝，前宮後園」という伝統的な空間構造 24)に合致するものと
なっている。円明園の庭園空間をみると，伝統的な礼制文化に従う一般的な伝統庭園空間
だけでなく，その使用者と位置づけという点において,独特な庭園空間も構成され,満州族
皇帝が追求した理想的な居住空間が満たされるように形成されていることがわかる。 
5. 結論 
本研究は複数建築の配置・全体配置にみる軸線・建築群と周辺の関係性の 3 つの観点か
ら円明園の庭園建築配置を分析し，それぞれを多路多進合院タイプ・閉鎖的な中庭を単軸
線で配置するタイプ・単軸線上にある開放的な建築配置のタイプ・軸線の存在しない開放
的な自由配置のタイプ 4 つに分けた。 
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また時代と文化背景を結びつけ，4 種類の庭園空間について考察し，庭園空間全体の特
徴を明らかにした。政治祝典空間は皇帝権力を象徴するような，最も重要な空間を強調す
る配置がなされ，宗教祭祀空間は主要な活動空間が際立たたされていると同時に景観的な
融合に重点をおき，生活娯楽空間は等級秩序を重んじるとともに合理的に景観要素を導入
し，遊覧鑑賞空間は山水田園景色だけでなく皇室文化をも組み込んでいることがそれぞれ
わかった。庭園全体配置において上述した空間を合理的に配置し，等級と秩序を大切にし
て伝統的な礼制文化に従いながらも，人間にとって住み心地のよい空間の特徴を備えてい
るといえる。 
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補注 
注１）北宋時代の官撰建築技術書の『営造法式』によると，伝統的な建築を等級の最も高
いの殿堂類，比較的高い庁堂類，一般の齋館房室類と等級のない亭榭類の 4 種類に分
ける。そのうち，殿堂類と庁堂類の機能は基本的に同じであり，両者の差異は殿堂が
貴族階級の専用である。本研究では，殿堂類と庁堂類を同じ類別に分ける。 
 
引用文献 
1）何重義（2010）：円明園園林芸術：中国大百科全書出版社,97pp 
2）円明園管理処（2010）：円明園百景図志：中国大百科全書出版社,48pp    
3）郭黛姮ら（2010）：円明園的記憶遺産：浙江古籍出版社,18pp 
4）「清」唐 岱,「清」沈 源（2008）：円明園四十景図：中国建築工業出版社  
5）周維権（1990）：中国古典園林史：清華大學,11pp  
6）章俊華（2007）：中国・頤和園における植物の花ことばからみた庭園空間の表現と特徴：
環境情報科学論文集 21, 201-206pp 
7）賈 珺（2003）：清代離宮御苑朝寝空間構成及其場所特性：建築師 03 期,74-81pp 
8）賈 珺（2011）：円明園中的理政空間探析：建築学報(05),100-106pp 
9）侯幼彬（1997）：中国建築美学：黑龍江科学技術出版社,77-84pp   
10）劉敦楨（2003）：中国古代建築史：中国建築工業出版社,8pp  
11）彭一剛（1986）：中国古典園林分析: 中国建築工業出版社,15pp 
12）池田 郁人ら（2002）：歴史的建築の類型化分析：日本建築学会大会学術講演梗概集
E,839-840pp   
13）周維権（1981）：円明園的興建及其造園芸術浅談：円明園学刊第 1 期,28-40 
14）賈  珺（2012）：円明三園中的祀廟祠宇建築探析：故宮博物院院刊 03 期,109-128 
15）賈 珺（2008）：誰道園居不是家──清代离宮中的居住空間探析：装飾 03 期,26-30 
16）郭黛姮ら（2010）：円明園的記憶遺産──様式房図档：浙江古籍出版社 
17）郭黛姮（2007）：乾隆御品円明園：浙江古籍出版社 
18）郭黛姮（2009）：遠逝的輝煌：円明園建築園林研究与保護：上海科学技術出版社 
19）馬炳堅（1999）：北京四合院建築：天津大学出版社 
82 
 
20）円明園管理処（2010）：円明園百景図志：中国大百科全書出版社,2pp 
21）吴振棫（1983）：養吉斎從録：北京古籍出版社,189pp 
 83 
 
 
 
 
第4章 
 
 
 
築山・水面と建築群の位置関係からみた 
円明園の庭園空間の特徴 
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1. 本章の背景と目的 
円明園は歴史上の有名で人工的な山水庭園であり，最も著しい特徴は様々な建築を中心
とした小型の「園中園」より構成されることである 1)。建造は水道発掘から始まり，園内
で密集した川道と湖を形成し，掘った土を近くで積み上げ，築山となりました。多くの庭
園は建築群を庭園の中心に配置され,周囲に築山と水面を設置する（図 4-1）。 
第 3 章では円明園の「園中園」に着目することで，建築配置の観点から庭園の中心であ
る空間の特徴を解明した。本章では，その研究の範囲を広げ，建築群と建築に近接されて
いる築山・水面の組み合わせを把握し，庭園空間をできるだけ総合的に明らかにし，「園
中園」における庭園の空間造営上で，各庭園空間を周囲環境と分ける手法や庭園空間の境
界線の作り方を検討することを目的とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4-1 鴻慈永祜（No.18）における築山・水面・建築群の位置 
（図画は『円明園四十景図』より) 
建築 
築山 
築山 
水面 
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2．研究対象と方法 
2.1 研究対象 
本章は第 3 章と同じ,『円明園四十景図』に現れた 40 か所の庭園における築山と水面を
研究対象とする。（図 4-2） 
2.2 研究方法 
各庭園の機能，庭園位置，建築配置もう第 3 章で明らかにした。本章では既往研究によ
り，築山・水面の概要を把握する。平面図上の位置は『円明園四十景図』2)を基本資料と
して，関連資料 3-4)を参考にし確認する。 
まず,円明園の山水配置の基本特徴を調べ，各庭園内における建築群と周囲の関係・庭
園内の主な視線の向き・築山の方位・水面の方位を分析要素として整理する。 
次に,40 か所の庭園空間の特徴を把握するために，以上の結果に基づき，クラスター分
析によって分類し 5)，築山・水面と建築群の位置関係の主な類型を得ることで，築山・水
面によってできた庭園空間の特徴を明らかにする。 
最後,築山・水面と建築群の位置関係の分類結果は第 3 章の研究結果と結びつけ，各類
型の特徴を総合的に考察することで，時代背景と文化背景を結び付け，円明園における空
間造営の手法を検討する。 
3．円明園における築山・水面の概要 
円明園の中の築山は一般的に最も外側の塀を美化するために塀に沿って配置される。
または，各庭園の周囲に積み上げ，建築群を囲んでいる6)。長い間に自然的な風化と人
為的破壊行為のため，『円明園四十景図』にあたる築山の高さは確定できない7,8,9)。本研
究の主な研究内容は，園中園において庭園の範囲の確定，庭園内部空間と周辺環境を分
ける手法などであり，借景のような工学的な空間の分析にかかわらないため，本研究で
は高さの差異を考えずに築山が平面上の庭園空間を囲う物体とみなす。人工的な水面が
全園に広がっている。最大規模の水面は東側にある福海であり，次は南西側にある後湖
である。また，滝・泉などの小型の景観とする水景も見られるが，庭園空間を作り上げ
る上では空間性を左右する要素とは認定できない10)ため，本研究の範囲に含まない。 
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図 4-2 40 か所の庭園の平面図 
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4．築山・水面と建築群の位置関係からみた庭園空間の特徴 
4.1 築山・水面と建築群の位置関係の分類要素 
中国伝統的な庭園の空間造営においては，築山と水面は往々に観賞されている対象であ
るため,それらの配置は一般的に建築の向き，視野の設定，建築空間と周囲との関係など
と関連するから，建築の特性も本研究の一環と考える。この特徴により，本研究は建築群
と築山・水面を具体的な研究対象とする。既往研究 11)から建築群と周囲環境の基本的な関
係を示す「建築群と周囲の関係」という分析要素に着目し，「園中園」内の主な視線の向
き・築山の方位・水面の方位の分析要素をふまえ，4 つの観点から円明園の庭園空間特徴
を分析する（図 4-3）。 
 
 
図 4-3 天然図画（No.5）を例とする庭園空間の分析 
 
 
図 4-4 各庭園における築山・水面と建築群の配置 
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表 4-1 40 か所の庭園における築山・水面と建築群の位置関係 
 
注： O：開いている，C：閉じている，E：東側，S：南側，W：西側，N：北側，I：庭園内 
 
O O+C C E S W N E S W N E S W N I
1 正大光明
2 勤政親賢
3 九州清宴
4 鏤月開雲
5 天然図画
6 碧桐書院
7 慈雲普護
8 上下天光
9 杏光春館
10 坦坦蕩蕩
11 茹古涵今
12 長春仙館
13 山高水長
14 万方安和
15 月地雲居
16 武陵春色
17 日天琳宇
18 鴻慈永祜
19 彙芳書院
20 濂溪楽処
21 多稼如雲
22 映水蘭香
23 水木明瑟
24 澹泊寧静
25 西峰秀色
26 魚躍鳶飛
27 北遠山村
28 四宜書屋
29 方壷勝景
30 廓然大公
31 平湖秋月
32 涵虚朗鑑
33 蓬島瑶台
34 接秀山房
35 別有洞天
36 夾鏡鳴琴
37 澡身浴徳
38 坐石臨流
39 曲院風荷
40 洞天深処
17 13 10 15 35 16 10 24 14 17 16 32 34 32 36 10
築山の方位 水面の方位
総　計
No. 庭園の名
周辺との関係性 主な視野の向き
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4.1.1 建築群と周囲の関係  
庭園内に，主な活動空間を作り上げる建築群注 2)と周囲の関係は「開いている」と「閉
じている」の 2 種類に分けられる 11)。40 か所の庭園においては，周辺に対して開いてい
るのは 17 か所で， 閉じているのは 10 か所である。また，残りの 13 か所では両方の
特性をあわせもっている（図 4-4）。全体的にみると，円明園には周辺に対して開いている
の建築群の配置が多く（表 4-1），遊覧鑑賞と居住の機能をもっている離宮御苑の位置付け
12)と合致する。 
4.1.2 庭園内の主な視線の向き  
庭園内の主な視線の向きは一般的に主な建築の向きにより決定される 24)。円明園にお
いては，建築群は通常主要な建築と付属建築により構成されているため，本研究は主要な
建築の向きを視線の向きとする注 3)。40 か所の庭園は，半数（21 か所）の庭園の主な視線
が両方向（11 か所），3 つの方向（3 か所）あるいは全方向(7 か所）に設定されている。
他の庭園（19 か所）の多くは南向きの視線のみである（図 4-4）。全体的にみると，40 か
所の庭園においては，南向きの視線（37 か所）が他の向きより遥かに多い（表 4-1）。こ
のことから，円明園内の建築配置は主に「坐北朝南（北に背を向け南に面している）」と
いう伝統的な建築配置に従う一方で，複数の方向をあわせもつ特徴もみられる。 
4.1.3 築山の方位 
前章の築山の調査により，築山は多く庭園のへりに分布され，庭園内部空間と外部空間
を切り離していることがわかる。40 か所の庭園において片側で山を築く庭園（11 か所）
が最も多く，次は両側の築山（8 か所）と築山なし（8 か所）である。また，三方が築山
に囲まれている庭園（6 か所）と四方に囲まれている庭園（7 か所）も見られる（図 4-4）。
全体的にみると，40 か所の庭園においては，東側（25 か所）に山を築くものが最も多く，
次は西側（18 か所）と北側（15 か所）であり，南側は 14 か所と比較的少ない（表 4-1）。
庭園内に主な視線の多くは南向きであるため，南側に比較的少なく山を築くの原因は，で
きる限り南向きの視線を阻まないようにするためであると考えられる。 
4.1.4 水面の方位 
前章の水面の調査により，水面は多く庭園の周囲に分布され，庭園の境界線となってい
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ることがわかる。40 か所において，四方を水で囲まれているの庭園は最も多く（27 か所），
三方（8 か所）に囲まれているのもある。また，両側(3 か所)と片側（2 か所）に水面に面
している庭園も見られる（図 4-4）。このことから，水面は庭園の範囲を規定するための重
要なものであると考えられる。全体的にみると，40 か所において，各方向で水面に面し
ている頻度は著しい差が見られない。また，10 か所の庭園には水面の配置をあわせもつ
ことで，庭園内に水景観が形成されている（表 4-1）。 
4.2 築山・水面と建築群の位置関係からみた庭園空間の特徴 
上記の調査結果に基づき，40 か所の庭園の築山・水面と建築群の位置関係のデータを
整理する（表 4-1）。通用されているクラスター分析(Ward 法と平方ユークリッド距離)を
利用し，上述した 4 要素より得たデータを分類する。クラスターの距離が大きく,各グル
ープの差異が最も著しい範囲を切断し,40 か所の庭園は 4 グループ（図 4-5）（表 4-2）に
分けられる (下記「グループ」は「G-T」と略称する) 。この分類は庭園空間の機能に顕著
な関連性が見えないため,各グループの特徴をそれぞれに分析し考察する。 
4.2.1 G-TA の山水配置と庭園空間の特徴 
G-TA（11 か所）では，ほとんど（10 か所）の庭園には周辺に対して開いている建築配
置がみられ開放的な空間を構成するが，6 か所は閉じている建築配置をあわせもち，一部
で閉鎖的な空間も形成され,庭園は両方の特徴を有している。11 か所すべてにおいて南向
きの主な視線がみられ，そのうち少数の庭園で東向き（3 か所）と北向き（2 か所）の視
線をあわせもっている。半数以上の庭園（7 か所）は，各方向でも築山がみられ，他の 4
か所は 3 つの方向で築山に囲まれている。広く分布した築山は庭園内部空間と外部空間
の間の障壁となり，庭園空間が周辺の環境と分離されている。庭園の周囲を水面で囲むこ
とで，明確な境界線が形成され，独立的な庭園を強調できる。また，6 か所の庭園の中に
は水面の配置をあわせもち，水景観を形成し，築山が周囲の水景観を遮る短所を補ってい
る。G-TA の庭園において，築山と水面を 2 層の境界線とすることで，建築群より形成さ
れた多様な庭園の内部空間を周囲の環境と分離し，内部で豊富な景観をもつ独立的な庭園
空間を作り出すことである。  
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図 4-5 クラスター分析による 40 か所の庭園の分類 
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表 4-2 築山・水面と建築群の位置関係による 40 か所の庭園の分類 
 
注： O：開いている，C：閉じている，E：東側，S：南側，W：西側，N：北側，I：庭園内 
9 遊覧観賞 杏光春館  O E S   E S W N E S W N  
37 遊覧観賞 澡身浴徳  O E S   E S W N E S W N  
22 遊覧観賞 映水蘭香  O E S    S W N  S W N  
4 遊覧観賞 鏤月開雲 C O  S   E  W N E S W N  
17 宗教祭祀 日天琳宇 C O  S   E  W N E S W N  
16 生活娯楽 武陵春色 C O  S   E S W N E S W N I G-TA
18 宗教祭祀 鴻慈永祜 C O  S   E S W N E S W N I
20 生活娯楽 濂溪楽処  O  S   E S W N E S W N I
6 生活娯楽 碧桐書院 C   S   E S W N E S W N I
30 生活娯楽 廓然大公 C O  S  N E S W  E S W N I
35 遊覧観賞 別有洞天  O  S  N E S W N E  W N I
6 10 3 11 0 2 10 9 11 10 10 10 11 11 6
12 生活娯楽 長春仙館 C   S       E S W N  
33 生活娯楽 蓬島瑶台 C   S       E S W N  
3 生活娯楽 九州清宴 C   S       E S W N  
15 宗教祭祀 月地雲居 C   S   E    E S W N  
25 生活娯楽 西峰秀色 C   S   E S   E S W N  
1 政治祝典 正大光明 C   S      N    N  G-TB
40 生活娯楽 洞天深処 C   S      N   W N  
2 生活娯楽 勤政親賢 C   S   E  W     N  
29 宗教祭祀 方壷勝景 C O  S   E  W   S  N  
21 遊覧観賞 多稼如雲 C O  S  N E S    S  N  
10 2 0 10 0 1 5 2 2 2 5 7 6 10 0
8 遊覧観賞 上下天光  O E S W N E  W N E S W N  
10 遊覧観賞 坦坦蕩蕩  O E S W N E  W  E S W N I
11 生活娯楽 茹古涵今 C  E S W N E  W  E S W N  
14 生活娯楽 万方安和  O E S W N     E S W N  
24 生活娯楽 澹泊寧静  O E S W N     E S  N  G-TC
26 生活娯楽 魚躍鳶飛 C O E S W N  S   E S W N  
36 遊覧観賞 夾鏡鳴琴  O E S W N  S   E S W N I
23 遊覧観賞 水木明瑟  O E S W    W  E S  N I
2 7 8 8 8 7 3 2 4 1 8 8 6 8 3
31 遊覧観賞 平湖秋月 C O  S W     N E S W N  
38 生活娯楽 坐石臨流 C O E S W      E S W N  
5 遊覧観賞 天然図画 C O E S W  E    E S W N I
19 生活娯楽 彙芳書院 C O E S       E S W  
13 政治祝典 山高水長 C O E  W  E   N E  W N  
7 宗教祭祀 慈雲普護  O  S W  E   N E S W N  G-TD
28 生活娯楽 四宜書屋  O  S W  E S  N E S W   
27 遊覧観賞 北遠山村  O  S     W  E S W N  
39 遊覧観賞 曲院風荷  O  S   E    E S W N  
32 遊覧観賞 涵虚朗鑑  O   W  E     S W N  
34 遊覧観賞 接秀山房  O   W  E    E S W N  
5 11 4 8 8 0 7 1 1 4 10 10 11 9 1
分類
総　計
周辺との
関係性
主な視野の
向き
築山の方位 水面の方位
総　計
総　計
総　計
No. 庭園の名空間機能
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図 4-6 各グループの築山・水面と建築群の位置関係のイメージ 
 
G-TA の庭園は主に生活娯楽空間と遊覧鑑賞空間として築造され（表 4-2），建築は主に
周囲に対して閉じている合院型と開いている自由型，線型，散点型の配置である 23)。たと
えば，廓然大公（No.30）(図 4-7)は康熙朝に建てられ，深柳読書堂とも呼ばれ，福海の西
岸に位置する寢宮である 13）。庭園内には，池が庭園の真ん中にあり，庭園内の景観が豊
富になる。池の南側の建築群は中庭型の配置が採用され，閉鎖的な庭園空間を形成する。
池の周りには軒榭と楼閣も配置され，池の景観を観賞するいい場所となる。広い福海と連
接しているが，この庭園の四面に山を築き，さらに庭園を水面で囲まれ，主な建築群の空
間は周囲の環境とわけ，他の福海の周りにある庭園より特別である。別有洞天（No.35）
(図 4-8)は雍正朝に建てられ，福海の南東に位置し，乾隆帝はよくここに遊びにきた 13）。
この庭園の北側には築山があり，福海を隔てている。南東側も小丘と川があり，西側に小
さい城関を配置し，外部とはっきり切り離し，独立的な庭園となる。庭園内には，小川が
真ん中に流れて，両岸には線型や散点型の房屋と亭榭を小川に沿って配置され，美しく豊
富な景観を構成する。後湖の西北角にある杏花春館（No.9）には，素朴な茅屋が庭園の中
に分散配置され，周りは高い山と水面で囲まれ，独立的な庭園を構築する。 
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図 4-7 廓然大公（No.30）の平面配置 
 
 
図 4-8 別有洞天（No.35） (図画は『円明園四十景図』より) 
 
従って，G-TA の庭園において，築山と水面を 2 層の境界線とすることで，建築群より
形成された多様な庭園の内部空間を周囲の環境と分離し，内部で豊富な景観をもつ独立的
な庭園空間を作り出す。中国の伝統的な造園芸術には，風水文化に属する桃源郷のイメー
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ジ 15)があり，これは自然的な山水を障壁とし俗世間を離れた美しい別世界を作り出すと
いう概念である。G-TA の庭園空間には，全体的な配置が桃源郷のイメージとよく一致さ
れており，桃源郷に代表される伝統的な隠棲思想 26)の影響を受けたことを表わしている。 
4.2.2 G-TB の山水配置と庭園空間の特徴 
G-TB（10 か所）の庭園では，すべて周辺に対して閉じている建築配置がみられ，その
うち 2 か所で開いている配置もあわせもっているが，全体的に閉鎖的な空間構成である。
主な視線はほとんど南向きで単一である。周りに築山がないの庭園は 3 か所で，他の 7 か
所は片側（3 か所）もしくは両側（4 か所）である。比較的に少ない築山の配置では，庭
園空間と周囲環境の連絡に対する制限も少ないと考える。庭園空間以外においては，半数
の庭園（5 か所）は四方に水面で囲まれており，明確な境界線が形成されている。他の庭
園（5 か所）は片側（2 か所）あるいは両側（3 か所）しか水面に面していない。G-TB の
庭園において，築山と水面ではなく，合院のような周辺に対して閉じている建築配置で，
閉鎖的な庭園空間を形成することである。 
G-TB の庭園は主に生活娯楽空間と宗教祭祀空間として築造され（表 4-2），建築群は主
に周囲に対して閉じている合院型の配置である 11)。たとえば，円明園の西側に位置する月
地云居（No.15）(図 4-9)は各種の神灵を供奉する場所である 14）。庭園内の建築群は合院型
の配置を採用し，整然として閉鎖的な庭園空間を形成する。庭園の周りには四面に水面で
囲まれ，明確な境界線となり，築山は東側のみ配置され，建築群を囲まれない。庭園内の
空間と周囲の環境と切り離すのは合院の塀である。長春仙館（No.12）(図 4-10)は円明園の
南部にある重要な寝宮である。この庭園内の建築群は東西に並列している 4 路の合院で
組み合わせ，閉鎖的な庭園空間を構成する。建筑群の周りは水面で囲まれ，西北角のみ山
を築き，建築群を囲まない。西峰秀色（No.25）は円明園の北側に位置し，雍正の 1 つの
居所である 13）。この庭園の建築群も合院の配置を採用し，建筑群の周りに水面で囲まれ，
築山が少ない。 
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図 4-9 月地云居（No.15）の平面配置 
 
 
図 4-10 長春仙館（No.12）の平面配置 
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従って，G-TB の庭園において，築山と水面ではなく，合院のような周辺に対して閉じ
ている建築配置で，閉鎖的な庭園空間を形成する。中国の代表的な造園理論書の『園冶』
には，城市地は庭園の敷地選定の一つであると記載された注 4)。城市地で築造される庭園
においては，一般的に塀と周辺に対して閉じている建築を用いて，周囲と離れた閉鎖的な
庭園空間を作り出し，中国の蘇州古典庭園と清朝に流行した四合院はこの代表例である
14)。G-TB の庭園空間の造営手法はその代表例と似ている。 
4.2.3 G-TC の山水配置と庭園空間の特徴 
G-TC（8 か所）の庭園は，周辺に対して開いている建築配置であり，周囲の環境と接し，
開放的な空間特徴をもっている。主な視線はほぼ四方に向かい配置されている。4 か所の
庭園の西側には山が築かれ，東側が 3 か所，南側が 2 か所，北側が１か所ある。築山が三
側である１か所以外，5 か所の庭園は片側（2 か所）や両側（3 か所）のみで山を築き，2
か所は築山が分布していない。ほとんどの庭園は周囲を水面に囲まれ，明確な境界線がつ
くられている。また，3 か所には特有な水面があるものも見られる。G-TC の庭園におい
て，開いている建築配置と全方位の視線向きであり，さらに築山が少ないことで，全方位
にわたる視野を備える開放的な庭園空間が創出され，多くの景観を庭園空間に取り込むこ
とができることである。 
G-TC の庭園は主に遊覧鑑賞空間と生活娯楽空間として築造され（表 4-2），建築は主に
周囲に対して開いている自由型，線型，散点型の配置である 11)。たとえば，後湖の北側に
ある上下天光（No.9）(図 4-11)庭園において，2 階の大きい楼閣は湖の岸に配置され，こ
の庭園の中心的な建築群であり，両側には亭と曲橋が連接し，水景観を三面に眺望する場
所を構成する。敷地の北側にある建築群は曲線型で配置され，三面には山を築く。後湖の
西側に位置する坦坦蕩蕩（No.10）(図 4-12)においては，建築群は散点型和線型で配置さ
れ，開放的な空間を構成する。池にある敞廳はこの庭園の中心であり，四面の視野が備え
る。この庭園は四面に水面で囲まれ，明確な境界線を形成する。建築群の西側のみ山を築
き，東側は築山がなく，後湖の水面を見える。魚躍鳶飛（No.23）(図 4-13)は円明園の北側
に位置し，高大な四方形の大殿は 1 面のみが中庭に向き，他の 3 面に小川と隣接し，全方
位の視野を備える。中庭には，曲がりくねった小川がを流れ，庭園内の景観を豊富にある。
建築の周りには，南側のみに狭い山を築き，庭園空間の全体は景観性が高い。 
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図 4-11 上下天光（No.9） (図画は『円明園四十景図』より) 
 
 
図 4-12 坦坦蕩蕩（No.10）の平面配置 
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図 4-13 魚躍鳶飛（No.26） (図画は『円明園四十景図』より) 
従って，G-TC の庭園において，開いている建築配置と全方位の視線向きであり，さら
に築山が少ないことで，全方位にわたる視野を備える開放的な庭園空間が創出され，多く
の景観を庭園空間に取り込むことができる。中国の伝統的な造園では，G-TC のような配
置は一般的に視野が広く，景色が美しい所で見晴らすために築かれた亭閣などに用いられ
29)，遊覧鑑賞空間で多く見られる。円明園においては，このような庭園空間の作り方が生
活空間にも多く使用され，庭園空間造営上の目新しい手法と言える。 
4.2.4 G-TD の山水配置と庭園空間の特徴 
G-TD（11 か所）の庭園はすべて周辺に対して開いている建築配置がみられ，そのうち
5 か所で閉じている建築配置をあわせもち，開放的な特徴と閉鎖的な特徴ももっている庭
園空間が構成されている。多くの庭園（7 か所）は主な視線が 2 つの方向（5 か所）ある
いは３つの方向（2 か所）に向かい配置され，南向きと西向きを主としている。築山が三
側であるの１か所以外，8 か所の庭園には山が片側や両側しか築きておらず，2 か所は築
山が分布されていない。その中に，築山が多く庭園の東側（7 か所）に配置され，北側（4
か所）と南側（1 か所）と西側（1 か所）も見られる。ほとんどの庭園は四面に水面を接
しており，明確な境界線が形成されている。G-TD の庭園において，開放的な特徴と閉鎖
的な特徴をもっている庭園空間は主に南と西の方向で周辺環境と繋がっているが，東と北
の方向である築山ため周辺環境と区分されている。このような庭園空間には，建築配置が
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すべて「坐北朝南」という伝統的な配置に従うとは限らないが，全体的にみると，「背山
面水（山を背にして水面に望む」という伝統的な配置と合致する。中国の古代には，住宅
の敷地は風と水，陰陽を制御する四神（玄武・青龍・朱雀・白虎）に守られた「背山面水」
の地が相応の適地とされたことがある。左に流水有るを欲し，これを青龍と謂う。右に長
道有り，これを白虎と謂う。前に洿池有り，これを朱雀と謂う。後ろに丘陵有り，これを
玄武と謂う。最も貴地と為す。 
 
図 4-14 中国古代風水学上の理想的な宅阯(于 希賢『中国古代風水的理論与実践』より) 
G-TD の庭園は主に遊覧鑑賞空間と生活娯楽空間として築造され（表 4-2），建築は主に
周囲に対して開いている自由型，線型，散点型の配置である 11)。たとえば，天然図画（No.5）
(図 4-14)は後湖の東側に位置する。主な建築群は合院の配置を採用するが，建築の向きと
造りは非常に特別である。南部の大殿はこの庭園の需要な建築であり，外側に向き，前に
は小さい池を設置し，池の中に築山と松の木がある。西側には一列の建物は 2 階の構造
で，高みに登って遠くを眺め，後湖の水景観をことごとく目に収め，遠くの西山も見える。
庭院の周囲は水面で囲まれ，明確な境界線を形成する。東側のみに狭い山を築き，東の近
くの庭園を遮る。位于福海の北岸に位置する平湖秋月（No.31）(図 4-15)は北側にあって南
向きに建ち，山を背にし水を臨み，雅趣に富んでいる。建築群は自由型と線型で配置され，
多様な庭園空間を形成する。最南部の敞廳は水面に近く，福海の水景観をよく鑑賞できる。
西側には折れ曲がった廊下と四方亭は小川に沿って配置され，福海と異なる水景観が見え
る。彙芳書院（No.16）(図 4-13)は円明園の北側に位置し，建築群は主に合院式の配置を採
用し，閉鎖的な空間を形成する。一方で，東側の半月形の建筑は東の池に向き，両側には
廊下と四方亭を連接し，一連の開放的な空間を形成し，周囲の山水景観がよく見える。北
側に宮墻がある以外，他の三面を水面で囲まれ，山が分布していない。 
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図 4-15 天然図画（No.5） (図画は『円明園四十景図』より) 
 
 
図 4-16 平湖秋月（No.31）の平面配置 
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図 4-17 彙芳書院（No.19） (図画は『円明園四十景図』より) 
 
従って，G-TD の庭園において，開放的な特徴と閉鎖的な特徴をもっている庭園空間は
主に南と西の方向で周辺環境と繋がっているが，東と北の方向である築山ため周辺環境と
区分されている。このような庭園空間には，建築配置がすべて「坐北朝南」という伝統的
な配置に従うとは限らないが，全体的にみると，「背山面水（山を背にして水面に望む」
という伝統的な配置 15)と合致する。 
以上,各分析要素を組み合わせ分析し,40 か所の庭園の山水配置においては,異なる 4 種
類があることが分かった。1 つ目は，築山と水面を 2 層の境界線とすることで，内部で豊
富な景観をもち，周囲に対して閉じている独立的な庭園空間の特徴をもっている。2 つ目
は，築山と水面ではなく，周辺に対して閉じている建築配置により，閉鎖的な庭園空間を
形成している。3 つ目は，開いている建築配置と全方位の視線の向きがあり，さらに築山
が少ないことで，全方位にわたる視野を備える開放的な庭園空間を創出している。四つ目
は，開放的な特徴と閉鎖的な特徴をもっている庭園空間が主に南の方向と西の方向で周辺
環境と繋がり，東の方向と北の方向にある築山により周辺環境と区分されている。円明園
の「園中園」の山水配置においては，建築配置の造営手法と同様で，伝統的な造園文化に
依拠する点（庭園の桃源郷のイメージ，周囲に対して閉じている建築配置と庭園の「背山
面水」の配置）がみられ，革新的造園手法（生活娯楽のための庭園で，多方向の視線の向
きと周囲に対して開いている建築配置）も用いられていることがわかる。円明園の全体に
おいては，築山，水面と建築群を活用し，多様な庭園空間が造営されていることがわかる。 
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5. 結論 
既往研究 9,17-20)より，円明園の全体配置が古代の風水学の「九宮八卦」という思想に基
づき，大いに風水理論の影響を受けたと考えられる。風水学においては，「坐北朝南」，「背
山面水」と「四象」注 5)は住宅の敷地選定の基本的な規則であり，「三方を山に囲まれ，一
方に水面を面している」という配置が最も理想的な立地と見なされている 18,21)。既往研究
11)をふまえ，円明園の 40 か所「園中園」の配置を概観すると，庭園の中にある建築の配
置だけでなく，周囲にある築山と水面の配置も全面的に伝統的な風水理論に依拠するとは
限らず，革新的造園手法を用いていることがわかる。最も明らかなのは，グループ C のよ
うに生活娯楽のための庭園で開放的な建築配置と多方向の視線向きを配置することであ
る。一方，各種類の庭園の具体的な特徴を見ると，伝統的な造園文化に従う点も見られ，
グループ A の庭園の桃源郷のイメージ，グループ B の閉鎖的な建築配置とグループ D の
庭園の「背山面水」という配置はこの例である。円明園の全体においては，築山，水面と
建築群を活用し，多様な庭園空間が造営され，風景が麗しく，住みやすい離宮が形成され
ている。 
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補注 
注 1）本研究において，円明園の平面図は主に 3 つの参考資料により作成する。1 つは
『円明園四十景図』であり，その図面に建築配置と築山の位置がはっきり描写されて
いるが，図面を美化するため，築山の高さが芸術的に誇張され，実際の高さを確認で
きない。もう 1 つの資料は 1831 年頃に皇室の工匠が使用している『円明園総平面
図』である（引用文献 15）。その図面には，当時の建築と築山の位置，水面の分布な
どを表示しているが，一部の庭園の改修があるため，『円明園四十景図』の時代の庭
園配置には違いがある。よって，本研究においては以上 2 つの資料も参考とし，平面
図を作成する。また，『円明三園遺跡実測図』は 1933 年に北平市政府より製作された
遺跡の地形の測量図であるが，長い間に築山の自然的な風化と人為的破壊行為がある
ため，この測量図より，『円明園四十景図』の時代（1744 年）にあたる築山の高さを
確定できない。そのため，本研究で作成する平面図においては，築山の等高線は，既
存資料に基づき予想的なものであり，築山の実際な高さではない。 
注 2) 円明園には，多くの亭・榭・台などの小型の建築が山頂，山腹あるいは岸辺に配
置されているが，人の主要な活動場所ではないため，本研究の範囲に含まない。 
注 3）『円明園四十景図』と関連資料により，庭園の内には，築山と水面以外，明らかな
地形の変化がないと考えられる。また，13 か所の庭園には，2 階建ての主要な建築が
あることも見られるが，１か所のみに 2 階建ての前に築山が配置されている。そのた
めに，築山の 2 階建てに対する影響が極めて小さい。平面図では，両方の関係は平面
における配置と関連があり，建築の階数とは関連がないため，本研究では建築の階数
は分析要素としない。 
4)『園冶』には，造園における第一のステップは「相地（サイト選定）」であり，サイト
は山林地，城市地，村庄地，郊野地，傍宅地と江湖地の６種類に分けられている。 
5) 風水学では，「四象」は「東蒼竜・西白虎・南朱雀・北玄武」という概念であり，そ
れぞれ住宅の四方にある川・道路・池と山に相当する。 
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第5章 
 
 
 
植物の花ことば 
からみた円明園の庭園空間の特徴 
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1. 本章の背景と目的 
中国古代の文人は，常に植物の姿・性質あるいは文化的な典故に基づき，植物を人格
化し人間の品格を比喩し，文化的な寓意を付与する。そのため，多くの植物は花ことば
をもっている。この花ことばの文化は宋元時代に極めて発展し，明清時代に全面的に流
行していた1)。伝統的な庭園を造営する時，建造者は往々に植物の自然美に限定され
ず，植物の花ことばを通じて個人的な情操を寄せている。したがって，庭園空間は自然
的な境地以外に，より深い文化的な境地も込められている。宋時代の文人の胡次焱は
『山園後賦』で「山園内のすべての植物は，私の講学の要領と心身を修養するところで
ある。」と述べた2）。植物は造園要素の1つとして，園主の雅趣や思想を反映し，豊富な
文化的な情報を込めている1,3,4)。植物の花ことばの観点から植物景観の研究は，建造者
の着目点や構想をすらすらと読み解くために有役である。 
最初の円明園は雍正帝の皇子時期の邸宅として築かれ，雍正帝は即位した後，円明園
を増築され，長期に居住する離宮となった。乾隆帝時代に，円明園が再度拡張され，面
積が200ha にも及ぶ広大な皇家庭園となった5)。2人の皇帝は伝統文化における造詣が深
く，雍正帝は植物の名を用い初期の庭園を命名した6）。また,両人はよく詩文を作って日
常生活を記録し,その中に円明園の植物景観に関する詩文が多い。そのため,本研究は御製
詩文を切口とし，植物の種類と記録回数を把握した上で，花ことばの観点から空間造営
上の植物の役割と影響を分析し，庭園空間の特徴を明らかにするとともに，空間造営の
構想と手法を考察する。  
2．研究対象と方法 
円明園の全体は「園中園」より構成され，各小型の庭園は相互に独立する。雍正朝と乾
隆朝の 2 回の増築は，元の庭園を維持し，近くに新しい庭園を築き上げた 5)。乾隆 9 年
（1744）には，円明園四十景」（図－1）と称されるようになる景物が完成し，その後円明
園の大規模の造園活動は基本的に行われなくなった 5,8)。これらの庭園は敷地の形も面積
も大きく異なり，建築は中庭型・自由型・線型や散点型で組み合わされ，築山と水面と結
びつけ，豊富な庭園空間を形成している 9）。現代に残っている皇室の文書と室内のインテ
リアから，各庭園の主な用途を確認できる。円明園は離宮として，居る所と書斎と会合場
所などの生活空間，朝会や祝典を行って外国使者を接見するための空間，先祖と神々を祭
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るための空間と風景を鑑賞する遊覧空間がある。各庭園の主となる用途によって，40 か
所の庭園は生活娯楽空間，政治祝典空間，宗教祭祀空間と遊覧鑑賞空間の 4 種類に分けら
れる 9,10）。 
円明園に居住していた間，雍正帝と乾隆帝は園遊・月見・宴会などについての詩文を約
1700 編書き 11-14），その中で植物種類を記録している詩文は 493 編がある。257 編の詩文
には，40 か所の庭園における庭園名や建築名が題目とされ，あるいは詩文に含まれ，各
庭園の景観を描写している。たとえば，『清暉閣松籟』は清暉閣の近くにある松の木の景
観を描き，『含韵斎玉蘭花』は含韵斎の近くにある玉蘭の木の景観を描いている。他の 236
編において，『御園暮春』や『御園新秋』などの全園景観を描く詩文（218 編）と 40 か所
以外の庭園景観を描く詩文（18 編）がある。本研究は花ことばの観点から庭園空間の特
徴を明らかにするため，植物の所属を確認できる 257 編の詩文を基本資料とする。 
まず, 40 か所の庭園を生活娯楽空間，遊覧鑑賞空間，宗教祭祀空間と政治祝典空間に分
け，257 編の御製詩文も 4 種類に分ける。 
次に,御製詩文に記録されている植物と記録回数を集計し，各植物の花ことばを調べて
確認する。 
最後,4 種類の庭園空間に関して御製詩文にある植物の構成と所属する庭園の数を整理
し，庭園空間の特徴を明らかにする。また，他の造園要素や時代背景と結びつけ，空間造
営上の植物の文化的な役割と影響を分析し，空間造営の構想と手法を考察する。 
3．御製詩文における植物と植物の花ことばの分類 
3.1 御製詩文における植物 
調査によって,御制詩文には,庭園の名や建築の名は往々に詩文の題目として用いられ,
あるいは詩文の内容に含まれている。それらの庭園名と建築名から，植物を所属する庭園
を確認でき,さらにこの植物がどのような機能を持つ庭園空間に植えられていることもわ
かる（図 5-1）。たとえば,『六月二十六日聞蛩』の詩文には「清暉之閣松童童，松下唧唧
吟秋虫。」という句があり,清暉閣にある松の木は繁茂しており，松の木の下に秋の虫がチ
ューチューと鳴いている。」を意味する。詩文には,松の木の景観を描写している。「清暉
閣」から松の木の位置を確認する。ほかの資料を調べて,清暉閣は「九洲清晏」という 
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図 5-1 御製詩文に記録される植物の例 (詩文は『欽定四庫全書』より) 
 
庭園の中にある１つの建築の名であり,この庭園は生活娯楽ための空間であるということ
がわかる。 
調査によって,257 編の御製詩文には，26 類別の植物が全部で 380 回記録されている（表
6-1）。そのうち,柳・桃・松のような 24 類別の植物が具体的な学名を確認できる。ほかの
「禾穀」・「蔬瓜」はある種類の植物の総称である。御製詩文には，麦・稲が多数現れてい
るが，時には「禾黍」や「禾」と述べていることもある。これらの植物はすべて禾本科の
植物であり，同じ植物景観を造営するため，本研究では「禾穀」と総称する。「蔬」・「菜
圃」・「瓜圃」も詩文に多く述べられているが，野菜と瓜の種類はすべて明示していないた
め，本研究では「蔬瓜」と総称する注 1)。 
各植物の記録回数から見ると,松・竹・柳の記録回数が最も多く，それぞれ 80 回・56 回・
48 回であり，その次は禾穀（37 回）・桃（29 回）・蓮（24 回）・玉蘭（24 回）である。
梅と牡丹は 11 回と 10 回と比較的少なく，他の植物の記録回数は 10 回以下である。各植
物が記録されている庭園の数をみると，松と竹は 23 か所と最も多い。次に多いのは柳（16
か所）・蓮（11 か所）・桃（10 か所）であり，その他の植物は 10 か所に足らない。（表
5-1） 
 
 
 
 
 
詩　文 T 詩　文 T 詩　文 T
  生活娯楽空間   遊覧鑑賞空間   宗教祭祀空間
植物: 松 植物: 蔬瓜 植物: 柳 桃
NY: 1 NY: 1 NY: 1 1
GY: 1 GY: 1 GY: 1 1
注 :　N:　記録回数　 G:　御製詩文に該当する植物を記録された庭園の数  　T:　詩文の題目
          詩文の例は一部の原文だけを示す。
  No.3(九州清宴)   No.9(杏花春館)   No.18(鴻慈永祜)
例1 例2 例3
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表 5-1 御製詩文に記録される植物 
 
 
N G N G N G N G N G
1 松(マツ) Pinus 55 9 21 10 3 3 1 1 80 23
2 竹(タケ) Bambuseae 23 10 32 12 1 1 - - 56 23
3 柳(ヤナギ) Salix 27 6 17 7 4 3 - - 48 16
4 禾穀(カコク) Poaceae - - 37 8 - - - - 37 8
5 桃(モモ) Prunus persica 21 4 7 5 1 1 - - 29 10
6 蓮(ハス) Nelumbo nucifera 15 5 8 5 1 1 - - 24 11
7 玉蘭(モクレン) Magnolia denudata 20 1 4 1 - - - - 24 2
8 梅(ウメ) Prunus mume 7 5 4 3 - - - - 11 8
9 牡丹(ボタン) Paeonia suffruticosa - - 10 1 - - - - 10 1
10 蔬瓜(ヤサイとウリ)なし - - 8 1 - - - - 8 1
11 杏(アンズ) Prunus armeniaca 1 1 5 2 1 1 - - 7 4
12 青桐(アオギリ) Firmiana simplex 3 2 3 2 1 1 - - 7 5
13 桑(クワ) Morus alba L. - - 6 3 - - - - 6 3
14 柏(コノテガシワ) Platycladus orientalis 3 3 1 1 1 1 - - 5 5
15 菊(キク) Chrysanthemum 2 2 2 2 - - - - 4 4
16 楓(カエデ) Acer 4 3 - - - - - - 4 3
17 芭蕉(バショウ) Musa basjoo 1 1 2 2 1 1 - - 4 4
18 李(スモモ) Prunus salicina - - 3 3 - - - - 3 3
19 紫藤(シナフジ) Wisteria sinensis 2 2 - - 1 1 - - 3 3
20 槐(エンジュ ) Styphnolobium japonicum 1 1 - - 1 1 - - 2 2
21 海棠(カイドウ) Malus halliana 1 1 1 1 - - - - 2 2
22 楡(ニレ) Ulmus pumila L. - - 2 1 - - - - 2 1
23 桂(カツラ) Osmanthus fragrans 1 1 - - - - - - 1 1
24 石榴(ザクロ) Punica granatum 1 1 - - - - - - 1 1
25 楸(トウキササゲ) Catalpa bungei 1 1 - - - - - - 1 1
26 葡萄(ブドウ) Vitis spp. 1 1 - - - - - - 1 1
政治
祝典
総計
No.植物名 学名
生活
娯楽
遊覧
鑑賞
宗教
祭祀
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 表 5-2 明清時代における植物の花ことば 
 
 
No. 植物名 花ことば No. 植物名 花ことば
1
松
マツ
力強くそびえ立ち青く，寒さに強く，
逆境に妥協しない君子の人柄と比喩さ
れる。つねに緑を保っており，寿命が
長いため，「長寿永固」という寓意も
もつ。
14
柏
コノテ
ガシワ
松と同様に，寒さに強く，悪い環境に
も耐え，「百木の長」と評価され，剛
毅な精神をもつ君子の人柄と比喩され
る。
2
竹
タケ
霜雪を恐れず，つねに緑を保つ。節と
中空という特徴から，君子の節操があ
り，虚心な人柄に比喩され，名士の化
身とみなされる。
15
菊
キク
「菊を采る東籬の下　悠然として南山
を見る」という詩句は隠棲詩文の代表
作の一つである。そこから，菊は「花
之隠逸者」と呼ばれ，「高潔」「孤高
」の寓意を含む。
3
柳
ヤナギ
生命力が強く，春の象徴である。「留
」と同音であるため，古人が友人を送
別する時，柳の枝を折って友人に送る
。「引き留める」という意味をもって
いる。
16
楓
カエデ
なし
4
禾穀
カコク
麦・稲などのイネ科の農作物である。 17
芭蕉
バショ
ウ
なし
5
桃
モモ
「隠逸詩人」と呼ばれる古代の陶 淵
明の詩文には，桃の木が武陵源に多く
植えられており，後人がは俗世間から
離れた安楽な世界を「世外桃源」や「
桃源郷」と称される。
18
李
スモモ
なし
6
蓮
ハス
泥沼の中から生えるが泥に染まらず，
清い水に洗われて咲く。仏教では知恵
と吉祥如意の象徴である。蓮根は切れ
ても糸はつながっているため，男女の
間の愛情にたとえる。
19
紫藤
シナフ
ジ
古木の幹枝は蛟竜が跳びはねている姿
と似ている。葉が生い茂っており，花
の香りが淡雅である。生命力の強さを
象徴する数少ないつるものの植栽であ
る。
7
玉蘭
モクレ
ン
「玉蘭」の「玉」は「玉石」の「玉」
と同じであるため，「貴重」「高貴」
の意味をもち，権勢を誇り富貴を極め
る象徴となる。
20
槐
エンジ
ュ
古代文化には，槐が常に官位と関連さ
れ，縁起のよい樹とみなされた。古代
の諺では「門前の槐は宝を招き，金財
が入る」と言われる。
8
梅
ウメ
「梅の花の香りは厳しい寒さから生ま
れるものである」という諺がある。花
言葉は「気品」「高潔」「忍耐」であ
る。
21
海棠
カイド
ウ
「花の中の神仙」と「富貴の花」と称
される。「子孫繁盛」「家族が栄えて
世に時めく」を意味する。
9
牡丹
ボタン
「栄耀栄華」のシンボルとして多くの
人に好まれる。古来より「花の王様」
と呼ばれ，上流階級の人々が愛でる花
である。
22
楡
ニレ
なし
10
蔬瓜
ヤサイ
ウリ
一般的な野菜やウリなどの農作物であ
る。
23
桂
カツラ
桂は「貴」と同じ音であるため，「富
貴」という意味を表わす。
11
杏
アンズ
古代の『清明』という詩文では，杏の
花が咲いている村が描写された。この
典故から，江南の田園風景を意味する
「杏花の村」という文化的な意味が派
生する。
24
石榴
ザクロ
花は真っ赤に咲いて，喜ばしい雰囲気
を醸し出す。実の中に種が多数あるた
め，昔から子孫繁栄，豊穣のシンボル
とされる。
12
青桐
アオギ
リ
古代の鳳凰は霊鳥と思われる。伝説で
は，鳳凰は梧桐の木にしかとまらない
と言う。そこから，青桐は富貴祥瑞の
木と考えられる
25
楸
トウキ
ササゲ
なし
13
桑
クワ
葉をカイコを育てる郷土の樹である。
「桑麻」「農桑」などの農業生産の意
味をもつことばが派生する。
26
葡萄
ブドウ
なし
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3.2 植物の花ことばと分類 
明清時代の花ことばについて記述している代表的な本の『花卉文化与園林観賞』15）と清
時代の園芸論書の『花鏡』16）に基づき，明清時代における植物の主となる花ことばをまと
め（表 5-2），複数の植物は類似した文化的な意味をもつことがわかる。松と竹は寒中に
も色褪せず，また梅は寒中に花開く。これらは「高潔・節操」という君子の徳行を表現す
るものと認識される。桃と菊は「隠逸詩人」と呼ばれる古代の陶淵明の詩文『桃花源記』
から，「俗世を避ける」という隠棲の意味を備える。玉蘭・海棠・牡丹・桂・青桐・槐・
石榴はすべて「富貴」という意味をもつ。また，桑・杏・禾穀・蔬瓜はすべて一般的な農
作物あるいは郷土の樹木であるが，一般的に庭園に植えることはほとんどない。しかし，
円明園についての御製詩文に多数現れているため，本研究はこれらの植物を同じ種類にま
とめる。その他の植物はおおよそ花ことばがなく（李・楓・芭蕉・楡・楸・葡萄），ある
いは空間造営上にその花ことばの文化的な影響が弱い（柳・蓮・紫藤）注 2）。以上の文化
的な寓意より，26 種の植物を「德行」（松・竹・柏・梅），「隠棲」（桃・菊），「富貴」（玉
蘭・海棠・牡丹・桂・青桐・槐・石榴），「農作」（桑・杏・禾穀・蔬瓜）と「その他」の
5 種類に分ける（表 5-3）注 3）。 
表 5-3 植物の花ことばの分類 
 
 
4．植物の花ことばからみた庭園空間の特徴 
使用目的によって，庭園内に造営すべき境地が異なり，各造園要素の配置も異なって
いる。従って，本研究は各機能を持つ庭園の詩文にある植物を整理し（表5-4，図5-
2），詩文に描写されている植物景観のイメージとその空間の構成を解明し，空間造営上
に植物の役割と文化的な影響を分析し考察する。 
類別 植物 類別 植物
德行 松・竹・柏・梅
隠棲 桃・菊
農作 桑・杏・禾穀・蔬瓜 その他
李・楓・芭蕉・楡・楸
・葡萄・柳・蓮・紫藤
富貴
玉蘭・海棠・牡丹・桂
・青桐・槐・石榴
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表 5-4 各庭園空間における植物の分布 
 
 
 
注: A-F は図 5-3 ― 図 5-11 を参照とする。 
 
図 5-2 植物の花ことばからみた各庭園空間の特徴 
 
4.1 生活娯楽空間 
17か所の生活娯楽の機能をもつ庭園における御製詩文には，20種の植物が190回記録さ
れている。そのうち「德行」という意味をもつ植物（88回）は最も多く，「隠棲」（23
回）と「富貴」という意味（27回）をもつ植物の記録回数はおおよそ同じであり，「農
作」という意味をもつ植物はほぼ記録がない（表5-4）。) 
 
庭園 数 総 総 総 総 その 総
空間 量 松 竹 柏 梅 計 桃 菊 計 玉 棠 牡 桂 桐 槐 榴 計 桑 杏 禾 蔬 計 他 計
生活 N 55 23 3 7 88 21 2 23 20 1 - 1 3 1 1 27 - 1 - - 1 51 190
娯楽 G 9 10 3 5 13 4 2 5 1 1 - 1 2 1 1 6 - 1 - - 1 10
遊覧 N 21 32 1 4 58 7 2 9 4 1 10 - 3 - - 18 6 5 37 8 56 32 173
鑑賞 G 10 12 1 3 12 5 2 5 1 1 1 - 2 - - 3 3 2 8 1 8 11
宗教 N 3 1 1 - 5 1 - 1 - - - - 1 1 - 2 - 1 - - 1 7 16
祭祀 G 3 1 1 - 3 1 - 1 - - - - 1 1 - 2 - 1 - - 1 3
政治 N 1 - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
祝典 G 1 - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - -
德行 隠棲 富貴 農作
注：　N:記録回数　 G:御製詩文に該当する植物を記録された庭園の数
注：A-Fは図-3—図-8を参考とする。
生活娯楽空間
德行
46%
隠棲
12%
富貴
14%
松 桃 玉蘭竹
遊覧鑑賞空間
德行
34%
富貴
10%
農作
32%
松 牡丹 禾穀竹
宗教祭祀空間
德
行
その
他
松 松
政治祝典空間
德
行
A B C A C D E F
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4.1.1「德行」という意味をもつ植物 
「德行」という意味をもつ植物においては，松（55回）と竹（23回）が主体であり
（図5-2），それぞれ数十か所の庭園の詩文に記録されている。生活娯楽空間において
は，松と竹は広く植えられ，庭園空間には重要な位置を占めると考えられる。御製詩文
には,以下のような松と竹の景色を同時に描写している詩文が多く,それから松と竹は常に
同じ場面に現れていることがわかる。 
また,以下のような松と竹を通じて個人の考えや感慨を表す詩文もみられ，皇帝が松と
竹のような君子の「德行」を賛美しあこがれていたことがわかる。中国古代の文人は
松・竹・梅を『歳寒三友』と呼び，逆境の中で鍛える正直な君子の品格を寓意する。雍
正帝と乾隆帝は満族の出身であるが，伝統的な漢族の文化に熱中し，漢族の文人の審美
観を身につけた。 
これらの詩文のイメージ（図5-3）からわかるように，生活娯楽空間には，松と竹のよ
うな植物は庭園空間に広く植えら，自然的な景観となるのみならず，精神的な寓意を通
じて，園主の審美観を表現し，庭園空間に精神的な雰囲気を付与した。 
御製詩 二集巻五十九 
『題雙鶴齋』 
翯翯松陰復竹邉 
双来疑是下青田 
竹の近くは松の木陰があり, 
2羽の鶴が青田からきたのようである。 
世宗憲皇帝御製文集 巻二十九 
『桃花塢即景』 
暫移榻向松間坐， 
恰聴禽来竹裏鳴。 
榻を松の林に移って座ったばかり， 
ちょうど鳥が竹の林に鳴くのが聞こえてきた。 
御製詩 三集巻五十六 
『無邊風月之閣』 
月上松梢惟浄色， 
風來竹裏是清音。 
月が松のこずえに昇り，月の光がさえていた。 
風が竹の林を渡り，清らかな音が生まれた。 
御製詩 三集巻七十八 
『抱樸草堂』 
怡情拒華鐙， 
悦心惟竹素。 
情操を陶冶するならば，にぎやかなところから遠く離
れるべきである，心地良いのは素朴な竹のみである。 
御製詩 初集卷二十五 
『清暉閣』 
只此殷憂萃一已 
誰能後凋待三冬 
ただ大いに憂慮しており,, 
誰か松のように寒い冬になっても葉が落ちないか。 
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図 5-3 ［パターン A］ 松/竹と庭園空間の関係のイメージ 
 
4.1.2「隠棲」という意味をもつ植物 
桃は 21 回記録されており，「隠棲」という意味をもつ植物の主体である（図 5-2）。「隠
逸詩人」と呼ばれる陶淵明の代表的な作品『桃花源記』では，武陵出身の漁夫は谷川に沿
って行くうちに，突然桃の花が咲いている林にたどり着き，桃源郷まで通じている小さな
穴を発見した。この典故から，桃の木は理想郷の表現である桃源郷の代表的な植物となっ
た。円明園の御製詩文には，以下のような桃の花が咲いている景観を描写している詩文が
多い。 
これらの詩文からみると，多くの桃の木は曲水がある山間に植えられていることがわ
かる。この描写は『桃花源記』にある景観と重なっている。 
世宗憲皇帝御製文集 
巻二十六 
『桃花塢』 
水南通曲港， 
水北入廻溪， 
絳雪侵衣艶， 
赤霞遶屋低 
流水は南に池と連なっており， 
北に曲がりくねった小川に流れて入る， 
衣服が白い花に引き立てられて,ことのほか鮮やかに見える， 
低い屋の周りは赤い花が咲いている木に囲まれている。 
御製詩 初集巻二十二 
『武陵春色』 
循溪流而北，復谷環抱。
山桃万株，参錯林落間。
落英繽紛，浮出水面，或
朝曦夕阳，光炫綺樹，酣
雪烘霞，莫可名状。 
小川に沿って北へ向かって，山が山谷を取り囲まれてい
る。山の上に桃の木が無数に植えられ，木々の間に雑然
としている。花が散り乱れて水面に水面に浮かんでい
る．朝日と夕日の光が美しい桃の木に照り輝き，衾雪と
夕焼けのようであり，名状しがたい 
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 また,御制詩文には,以下のような思いを言い表わしている詩文もあり,「武陵」という
地名は『桃花源記』にある地名と重ね合わす。これらの詩文から皇帝が「桃源郷」の意象
を再現する意図が読み取れる。古代の隱士は仕途を嫌い，山の中に住む生活を好み，『宁
静致遠（穏やかな態度で奥義を极めること）』という状態を追求する。陶渊明は隱士文化
を覆践した代表的人物であり，『桃花源記』に「政治と戦争がなく，人間が安居楽業して
いる」理想的な世界を描写した(図 5-4)。皇帝は清朝の治者であるが，内心から文人雅士
の静かでのんびりしている気持に憧れ，円明園に伝説的な理想国を模倣し建造した。 
 
 
図 5-4  明朝 文徵明 『桃源聞津図』（局部） 
 
 
『桃花源記』 
東晋 陶淵明 
縁溪行，忘路之遠
近。忽逢桃花林，
夾岸数百步，中無
雜樹，芳草鮮美，
落英繽紛 
谷川に沿って行くうちに，どれくらいの道のりを来たのか分
からなくなってしまった。突然桃の花が咲いている林に行き
あたった。（その桃の林は）川を挟んで両岸に数百歩の距離
にわたって続き,その中に桃以外の木はなかった。香りのよい
草は鮮やかで美しく,花びらが散り乱れていた。 
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これらの詩文のイメージ（図 5-5）からわかるように，生活娯楽空間では，桃の木は観
賞のみを目的としたものではなく，理想と現実を繋げる紐帯とも言える。園主の皇帝は桃
の木のような植物を通じて，心静かで何事も自然に任せる思いを寄せるのみならず，庭園
空間も神話的な境地をつけられている（図 5-5）。 
 
図 5-5 ［パターン B］  桃と庭園空間の関係のイメージ 
 
4.1.3「富貴」という意味をもつ植物 
「富貴」という意味をもつ植物は，それぞれ1か所や2か所の庭園の詩文に記録され
る。玉蘭は1か所のみの庭園の詩文に記録されるが，それについての景色の描写は20回と
他の植物より非常に多く（表5-4），玉蘭は集中的に植えられ，ある庭園空間に対して重
要な存在と言える。 
 
 
世宗憲皇帝御製文集 巻二十九 
『桃源深處』 
漫問武陵何處， 
且来此地移情。 
武陵がどこにいるかと問い合わせ， 
ここに来て体験し感じる 
御製詩 三集巻八十八 
『桃花隖』 
遐懐武陵曲， 
濃畳赤城霞。 
遠くの武陵の曲に思いをはせ， 
濃艶な色が赤城山の紅霞のようである。 
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以上の詩文から，玉蘭が含韻斎という建築の周りに植えられたことがわかる。既往研
究5)より，含韻斎は所属している庭園の正殿であり，仕様や規模が他の建物に比べ非常
に大きいものである。古代の文化では，玉蘭は「金玉満堂（金や玉が部屋に満ちる）」
の象徴とみなされた17）。これらの詩文のイメージ（図5-6）からわかるように，玉蘭は
この庭園にある正殿と互いに引き立て合っている。そのため庭園空間の雰囲気はよりい
っそう華やかで立派である。 
 
図 5-6 ［パターン C］ 牡丹/玉蘭と庭園空間の関係のイメージ 
 
生活娯楽空間をみると，「德行」という意味をもつ松と竹は広く植えられ，庭園空間が
精神的な雰囲気を備えている。「富貴」という意味をもつ玉蘭は集中的に植えられ，建築
に応じて庭園空間の華麗な雰囲気が強化される。「隠棲」という意味をもつ桃は，築山 ・
水面の配置とともに，神話的な「桃源郷」の風景を再現する。総合的に見ると，詩文にあ
る円明園の生活娯楽空間には，植物景観の造営は華やかな雰囲気のみを追求せず，逆に，
文人が賞賛する「政治から遠く離れ，名利地位に淡泊である」の意味がある。 
御製詩 初集巻二十二
『西峰秀色』 
后宇為含韻斎，周植玉
蘭十余本。方春花气襲
人，宛入众香国里。 
後ろの殿は「含韻斎」であり，含韻斎の周りに玉蘭の木が数
十本植えられている。春の時,花の香りが人を包み込み,众香の
国に入るようである。 
御製詩 二集卷八十五 
『含韻齋口號』 
鏤銀窣堵白皚皚  
琢玉雕瓊已鬯開 
累々たる透かし彫りの銀のような真っ白で，銀光が目にまばゆい， 
彫刻された玉石のような花が満開している。 
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4.2 遊覧鑑賞空間 
16か所の遊覧鑑賞の機能をもつ庭園における御製詩文には，19種の植物が173回記録さ
れている。そのうち「德行」という意味をもつ植物（58回）と「農作」という意味をも
つ植物（56回）の記録回数はおおよそ同じであり，両者とも詩文に多く見られる。次に
多いのはは「富貴」という意味をもつ植物（18回）であり，「隠棲」という意味をもつ
植物は9回と最も少ない（表5-4）。 
4.2.1「德行」という意味をもつ植物 
生活娯楽空間と同様に，竹（32回）と松（21回）は「德行」という意味をもつ植物の
主体であり（図5-2），それぞれ数十か所の庭園の詩文に記録される。松と竹は広く植え
られ，庭園空間の重要な位置を占拠していると考えられる。詩文からわかるのは，生活
娯楽空間と同様に，松と竹も常に同じ詩句に現れる。以下のような詩文から，松と竹は
頻繁にみられる組み合わせとして植えられている。 
また,以下のような詩文を通じて，皇帝が松と竹の性格を好むことがわかる。 
これらの詩文のイメージ（図5-3）からわかるように，遊覧鑑賞空間には，生活娯楽空
間と同様に，松と竹を多く植えることによって，自然美のみならず，皇帝が求める精神
的思惟が反映されている。 
御製詩 初集巻二十二 
『天然図画』 
松棟連云俯碧瀾， 
下有修篁戛幽籟 
高い建物の近くにある松の木は水面を直下に見おろす， 
下には長い竹が薄暗い音を鳴らす 
御製詩 初集巻二十二 
『映水蘭香』 
屋傍松竹交陰， 
翛然遠俗 
屋の近くには松と竹の木が交錯し木陰をなす， 
悠然として俗気を脱する 
世宗憲皇帝御製文集 巻二十六 
『竹子院』 
便娟蒼秀色， 
偏茂歳寒中 
清らかで青々と見える竹は， 
あいにく冬の厳しい寒さに生い茂っている。 
御製詩 三集巻二十四 
『竹密山斎』 
愛竹縁他君子節 
搆房髓此滑川濱 
竹の君子のような節操に愛する， 
滑川の岸に沿って竹屋を構築する。 
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4.2.2「農作」という意味をもつ植物 
「農作」という意味をもつ植物は遊覧鑑賞空間の詩文のみに多く記録されており，こ
の庭園空間に属する特有な植物とみられる。そのうち，禾穀は8か所の庭園の詩文に37回
記録され，農作に分類した他の3種類より遥かに多い。詩文には田舎生活の情景は何度も
写されている。 
以上の詩文から，広い田畑・野菜畑・郷土の植物はこの庭園空間に設置され，低い
屋・小川と組み合わせ，山と川がある田園風景が構成された。伝統的な庭園には，農作
物を多く植えることはあまりない。円明園が広いため，広範囲に素朴な山水田園を造営
できる。その造園手法は斬新と言えるが，皇家の壮厳華麗の印象と合致しない。園主は
皇帝の身であるため，生産活動で家計を立てることは不必要である。以下の詩文から，
皇帝が円明園に農作物を植える意図がわかる。 
御製詩 二集巻六十三 
『春雨軒小坐因而成詠』 
菜甲既勃生 
麦穗方飽垂 
野菜の若葉が生き生きする， 
麦の実入りが充実したばかりである 
世宗憲皇帝御製文集 巻二十六 
『耕織軒』 
禾稼迎窓緑  
桑麻窣地新 
窓の外は穀物が青々とし, 
桑麻は土の中から新しく生まれた． 
御製詩 二集巻六十三 
『春雨軒小坐因而成詠』 
菜甲既勃生 
麦穗方飽垂 
野菜の若葉が生き生きする， 
麦の実入りが充実したばかりである 
御製詩 初集巻二十二 
『映水兰香』 
数頃黄云黍雨潤， 
千畦緑水稲風寒 
雨が数百畝の黍を潤しており， 
数千畦の水田には風に吹かれて稲の香りが涼しい 
御製詩 初集巻二十二 
『杏花春馆』 
 
由山亭邐迤而入，矮屋疎
籬。東西参錯。環植文
杏，春深花発，爛然如
霞。前辟小圃，雜蒔蔬
蓏，識野田村落景象。 
山亭から曲がりくねった道路にそって入り,低い
屋とまばらである籬が雑然として分布している。
周りには杏の木を植え,春に花がいっぱいに咲き
誇り,夕焼けのように見える。前には野菜畑を開
拓し，各種の旬の野菜とウリ，田畑にある集落の
ような風景である 
御製詩 三集巻八十三 
『多稼軒』 
古屋古松陰， 
毎因觀稼臨 
松の木陰の下に古朴な屋があり， 
何回も作物を観察するためきた 
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これらの詩文をみると，農地を配置するのは自然的な田園風景を造営するのみなら
ず，農事を観察する目的もあり，政治的にも国家安定の基本である農業を重視している
ことがわかる。史料より，雍正帝は農業を重視し，円明園内にみずから犂で田を耕して
作物を植え，田园生活を体験し，宮廷画家にその場面を書かせた。皇家庭園に一般的な
農作物を植えることによって，円明園の遊覧鑑賞空間も普通の庭園空間と区別された。
これらの詩文のイメージ（図5-9）からわかるように，農作物は他の造園要素と組み合わ
せ，自然的な景観を構成している一方，皇帝の責任感を示し，一部の遊覧鑑賞空間に政
治的な意味もつけられ，一般的な遊覧鑑賞空間と区別され，円明園の離宮御園の特徴を
いかしている。 
  
図 5-7 雍正像耕織図册（四,耖）    図 5-8 雍正像耕織図册（六,布秧） 
世宗憲皇帝御製文集 巻三十 
『多稼軒勸農詩』 
克盡農桑力， 
方無饑凍虞 
力を尽くし作物を作り， 
飢えと寒さの憂患がない 
御製詩 二集巻八十七 
『多稼軒』 
數畦水田趣， 
一脉戚農心 
数畦の水田の風景があるが， 
農業に畏敬の念をもっている 
御製詩 初集巻二十二 
『映水蘭香』 
日在豳風図画里， 
敢忘周頌命田官? 
毎日絵のように美しい田園に身を置き, 
農事の神を忘れるとしない。 
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図 5-9 ［パターン D ］ 禾穀と庭園空間の関係のイメージ 
4.2.3「富貴」という意味をもつ植物 
遊覧鑑賞空間には，生活娯楽空間と同様に，「富貴」という意味をもつ植物は1・2か
所に集中的に植えられ，ある庭園空間に対して重要な存在と言える。牡丹は「富貴」の
意味をもつ植物の主体であり，牡丹の景色の描写は10回と他の植物に比べ非常に多い。 
以上の詩文から，牡丹は琉璃瓦がかぶせられている殿の前に植えられたことがわか
る。清代には，琉璃瓦は皇室のみが用い，社会的な地位の象徴とみなされる18）。円明園
には，自然的な風景を調和するため，建物の多くは一般的な灰瓦で覆われ，琉璃瓦が使
用された建物は非常に少なく，一般的な建物よりいっそう高貴である19）。これらの詩文
のイメージ（図5-6）からわかるように，「花の王様」と呼ばれる牡丹はこのような殿の
前に植えられ，庭園空間がさらに豪華に見える。 
遊覧鑑賞空間をみると，「德行」という意味をもつ松・竹は広く植えられ，庭園空間に
御製詩 初集巻二十二       
『鏤月開云』 
殿以香楠為材，覆二
色瓦，煥若金碧。前
植牡丹数百本…… 
殿はクスノキで作られ,二色の琉璃瓦がかぶせられ
ており,金色や青緑色に光り輝く。前に牡丹が数百
植えられている…… 
世宗憲皇帝御製文集 巻二十六 
『牡丹台』 
天下無双品， 
人間第一花 
天下に比べるものがなく, 
この世に第一の花である。 
 123 
 
精神的な雰囲気が立ちこめている。「農作」という意味をもつ植物は庭園空間に独特な特
徴を与え，政治的な境地をもっている。「富貴」という意味をもつ植物の牡丹は集中的に
植えられ，華麗な庭園空間表現をさらに強めている。総合的に見ると，詩文にある円明園
の遊覧鑑賞空間には，松，竹，牡丹などの一般的な植物景観を造営する以外，農作物を植
えるのは非常に巧みな構想であり，美しい田园風景を造営する一方，治者の責任感も表現
し，円明園が「御园」とする政治的な地位と符合する。 
4.3 宗教祭祀空間 
円明園には宗教祭祀の機能をもつ庭園は5か所のみであり，それについての詩文も少な
い。11種の植物は全部で16回のみ記録されている（表5-4）。花ことばがある7種の植物
は，松の記録回数が3回である以外，他はすべて1回のみである。 
以上の3つの詩文は宗教祭祀空間における全部の松の景観を描写している詩文である。
この詩文からわかるのは，松を植えることで力強くそびえ立つ青い姿を利用し，厳かで
恭しい雰囲気を際立たせている。また，その他の植物の記録回数は7回と半数を占めてい
る。詩文のイメージ（図5-10）からわかるように，宗教祭祀空間において植物景観を造
営する目的は，植物の自然的な様相を利用し，宗教祭祀空間の雰囲気と調和させること
である。使用者からみれば，円明園の宗教祭祀空間は普通の公的な寺廟と異なり，日常
的に皇帝と家眷のみが神仏や祖先を供養する私的な寺廟である。史料より，乾隆帝はよ
く船に乗って各宗教祭祀の庭園まで行った20）。空間造営上に，建築配置の多くは伝統的
な形制を遵守するが，植物景観の造営も庭園化する。 
 
御製詩初集巻二十二 
『方壺勝境』 
飛観図云鏡水涵， 
拏空松柏与天参 
天上の流れ動く雲は図のようであり,水面は鏡のようである。 
松柏が空高くそそり立っている 
御製詩初集巻二十二 
『月地云居』 
琳宮一区，背山臨流，松
色翠密，与紅墻相映 
琳宮の後ろは山で,前は川に面している。松の木は青々かつこ
んもりとし,赤い塀と互いに引き立て合っている。 
御製詩初集巻二十二 
『鴻慈永祜』 
周垣喬松偃盖，郁翠干
霄，望之起敬起愛 
（周りの垣は高い松の木に覆かれている）（青々と茂ってそ
そり立っている）（それを見ると敬意と好感を生み出す） 
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図 5-10 ［パターン E］ 松と庭園空間の関係のイメージ（1） 
 
4.4 政治祝典空間 
政治祝典の機能をもつ庭園は2か所のみであり，御製詩文には松の1回の記録のみであ
る（表5-4）。 
この詩句によって，前庭は広く，正殿の近くに松の木を植えていることがわかる。こ
の2か所の庭園は皇帝が朝会を行い，外国使者を接見し，戸外祝典を行う場所である21）
ため，広い活動空間が必要であり，多く植物を植えるのは相応しくない。詩文のイメー
ジからわかるように，政治祝典空間には植物景観は庭園空間造営上の中心ではないとい
うことがわかる（図5-11）。 
御製詩 初集巻二十二 
『正大光明』 
園南出入賢良門内有正衙，不
雕不絵，得松軒茅殿意。屋后
峭石壁立，玉笋嶙峋，前庭虚
敞，回望牆外，林木陰湛…… 
庭園の南に出入賢良門を通って朝政を行う正殿があ
り,彩色を施さないで,松の木がある質素な殿の意象を
得る。正殿の後方には険しい石がそびえ立ち,重なり
合っている。前庭は広々としており,塀を超えて見や
て,林木がうっそうと生い茂っている…… 
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図 5-11 ［パターン F］  松と庭園空間の関係のイメージ（2） 
 
以上，4 種類の「園中園」において，植物景観の造営が似通ったところも異なっている
ところもあり，花ことばによって植物の庭園空間への役割と影響が異なっているというこ
とがわかる。さらに,各庭園空間に植物の記録からわかるのは,宗教祭祀空間と政治祝典空
間と比べて，生活娯楽空間と遊覧鑑賞空間には植物の種類が多く，植物景観が豊富である。
松と竹はこの 2 種類の庭園空間に広く植えられ，庭園空間に精神的な境地を付与してい
る。「富貴」を寓意する植物の玉蘭と牡丹はそれぞれ生活娯楽空間と遊覧鑑賞空間に集中
的に植えられ，建築と互いに引き立て合い，華麗な庭園空間の境地をさらに強調している。
また，生活娯楽空間には，「隠棲」を寓意する植物の桃に通わせ，山水の配置と合わせも
ち，「桃源郷」の意象が現実に再現され，一部の庭園空間が神話的な境地をつけられてい
る。遊覧鑑賞空間には，多くの農作物を植えることによって，一部の遊覧鑑賞空間が政治
的な境地を備え，円明園の離宮御園の特徴をいかしている。宗教祭祀空間において，植物
の自然的な様相が利用され，宗教祭祀空間の雰囲気と調和している。政治祝典空間には植
物の種類が最も少なく，活動場所の性質によって植物景観は庭園空間造営上の中心としな
い。 
5. 結論 
本研究は清代雍正帝と乾隆帝の円明園に関する詩文に記載されている植物の種類と記
録回数を整理し，植物の明清時代の花ことばをまとめた。また庭園空間の機能と結びつけ，
植物の花ことばの観点から各庭園空間の特徴を分析し考察した上で，植物の役割や影響を
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明らかにした。各庭園空間は，植物種類の差異によって多様になった。植物の花ことばよ
って，円明園の庭園空間は目に見える自然美を超え，精神や思想などに関する目に見えな
い文化的な境地も体験でき，あるいは庭園空間の構成を豊かにして，園主が個人的な理想
や観点などを現す。中国の伝統的な庭園空間は自然美と文化的な雰囲気を結びつけてお
り，庭園空間造営の手法は精妙である。 
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補注 
注1：御製詩文には，麦，稲が多数現れているが，「禾黍」や「禾」と述べていることも
ある。これらの植物は全て禾本科の植物であり，本研究では「禾穀」と総称す
る。「蔬」「菜圃」「瓜圃」も詩文に多く述べられているが，野菜と瓜の種類はすべ
て明示していないため，本研究では「蔬瓜」と総称する。 
注2：明清時代には，柳・蓮・紫藤は花ことばがあるが，庭園空間造営上にその花ことば
の意味は不明瞭あるいは弱いと考える。柳は生命力が強く，春の象徴であるが，
最も著しい花ことばは「友情」「送別」「引き留める」という文化的な寓意であ
り，その寓意は庭園空間に影響が弱く，柳が庭園空間に植えているのは自然的な
姿を観賞するためであると考える。蓮は複数の花ことばがあり，最も著しいのは
「仏教の知恵」「愛情」という文化的な寓意であり，円明園に水面が多くあるか
ら，蓮が庭園空間に植えている目的は主に観賞であると考える。紫藤は生命力の
強さを象徴するが，その花ことばは文化的な意味が弱い。 
注3：現在の資料から清代の円明園における全部の植物種と植栽配置は不明であり，植栽
配置の観点から庭園空間を分析するのは不可能と思われる。そのために，本研究
は植栽配置にかかわらず，植物の花ことばの観点から造営思想や手法の研究を行
い，花ことばがないと文化意味が弱い植物は分析や考察の中心としない。 
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円明園における亭の庭園空間の特徴 
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1. 本章の研背景と目的 
円明園の中に,様々な亭が広く分散配置され,山水風景と結びつけ,庭園景観を豊かにす
る（図 6-1）。第三章と第四章には，庭園の中心にある建築群と各庭園の山水配置を分析し
考察したが,亭は立地条件の制限のため,その造営手法が見落とされた。中国伝統的な庭園
にある亭は,一般に景物を観賞する場所や見晴らし場所だけでなく,山頂や水際に配置され,
視野の焦点と添景物となる１）。庭園を造営する方面に,亭はかけがえのない建築類型と認
められる。そのため,本章では,亭を具体的な研究対象とし,庭園景観への役割や影響を分析
し考察する。 
 
    
図 6-1 円明園にある様々な亭 (図画は『円明園四十景図』より) 
 
2．研究対象と方法 
2.1 研究対象 
本章では,円明園の最盛期における建築群の風貌を詳しく記録している『円明園四十景
図』2）を基本的な資料とし,中国伝統的な建築の分類に参照し,絵図に描いている 83 か所の
亭を選択する。 
2.2 研究方法 
亭の構造と亭の立地の２つの観点から亭の空間特徴を分析し考察する 3）。亭の構造は平
面形状・屋根・サーズの３つの要素から分析する。そのうち,屋根はさらに檐の数と屋根の
形状に分ける 4-7）。亭の立地は『円明園四十景図』によって判定する。各分析要素のデー
タを整理し,クラスター分析を行い,83 か所の亭を分類する。各類型の亭の空間特徴と景観
構成の方法を分析し考察する。 
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図 6-2 円明園における亭の構造と立地 
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表 6-1 83 か所の亭の構造と立地 
 
1 九州清宴 魚躍鳶飛 RE SA 1 S PW 44 澹泊寧静 ＊重檐六方亭 HE PY 2 S MFW
2 永春亭 OC PY 2 ML MFW 45 坐石臨流亭 RE SA 2 S CW
3 含清亭 HE PY 1 ML MF 46 ＊四方小亭 SQ PY 1 S PW
4 天然図画 天然図画 SQ SA 1 ML PW 47 ＊水边大亭 RE SA 1 S PW
5 慈雲普護 ＊臨湖大亭 SQ PY 2 S PW 48 西峰秀色 西峰秀色 RE SA 1 S PW
6 ＊橋左敞廳 RE SA 1 ML AW 49 ＊田間小亭 HE PY 1 ML PW
7 ＊橋右敞廳 HE PY 1 ML AW 50 ＊四方重檐亭 SQ PY 2 S PW
8 ＊北側亭 SQ PY 1 ML P 51 北遠山村 観澜 HE PY 1 ML MFW
9 緑云酣 HE PY 1 ML MS 52 山高先得月 SQ PY 1 ML MS
10 杏花春館 SQ PY 2 S P 53 采芝径 SQ PY 1 ML MS
11 知魚亭 SQ PY 1 ML AW 54 眺遠亭 SQ PY 1 ML MT
12 ＊観魚四方亭 SQ PY 1 S PW 55 ＊臨湖敞榭  RE SA 1 S MFW
13 ＊院内四方亭 SQ PY 1 ML P 56 四宜書屋 涵秋堂 RE SA 1 S PW
14 ＊四方重檐亭 SQ PY 2 S P 57 ＊臨水敞榭 SQ PY 1 S PW
15 凭流亭 HE PY 1 ML MFW 58 両峰插云 SQ PY 2 S MFW
16 鳴玉溪 RE SA 1 ML CW 59 貽蘭庭 SQ PY 2 S MFW
17 ＊東北敞廳 RE SA 1 ML MFW 60 尋云榭 SQ PY 1 ML MS
18 ＊東北四方亭 SQ PY 1 ML MFW 61 迎薰亭 SQ PY 2 S AW
19 万方安和 ＊十字亭 CR O 2 S PW 62 凝祥亭 CR O 2 S AW
20 呀吗達嘎壇 OC PY 2 ML P 63 集瑞亭 CR O 2 S AW
21 咇密壇 OC PY 2 ML P 64 三潭印月 SQ PY 2 S AW
22 清会亭 SQ PY 1 S P 65 云壑 SQ PY 1 ML PW
23 清秀亭 SQ PY 1 ML MF 66 苔径 HE PY 1 ML PW
24 天然佳妙 SQ PY 1 ML MF 67 集翠 SQ PY 2 ML PW
25 東井亭 SQ SA 1 ML P 68 煇渊榭 RE SA 1 s PW
26 西井亭 SQ SA 1 ML P 69 蓬島瑶台 瀛海仙山 HE PY 1 ML PW
27 東碑亭 OC PY 2 ML P 70 攬翠亭 HE PY 1 ML MFW
28 西碑亭 OC PY 2 ML P 71 ＊臨水敞榭 RE SA 1 s MFW
29 秀云亭 SQ PY 1 ML PW 72 ＊四方重檐亭 SQ PY 2 s MFW
30 挹秀亭 SQ PY 2 S PW 73 擢秀亭 SQ PY 1 ML PW
31 多稼如雲 ＊臨池四方亭 SQ PY 1 ML PW 74 接叶亭 HE PY 1 ML MS
32 墨光亭 SQ PY 1 S MF 75 一碧万頃 SQ PY 1 ML MFW
33 听雪亭 SQ SA 1 ML PW 76 夾鏡鳴琴 SQ PY 2 s CW
34 荷香亭 SQ PY 1 ML AW 77 南屏晩鐘 CR O 2 s MFW
35 朝日晖 SQ PY 2 S MFW 78 澡身浴徳 望瀛洲 SQ PY 1 s PW
36 絜矩 HE PY 1 ML MFW 79 棕亭橋 SQ PY 1 ML CW
37 ＊十字大亭 CR O 2 S MFW 80 飲練長虹 SQ PY 2 s PW
38 得月亭 HE PY 1 ML MFW 81 四囲佳麗 RE SA 1 ML MFW
39 臨泉亭 SQ PY 1 ML MFW 82 蘇堤春曉 RE SA 1 s MFW
40 積秀亭 HE PY 1 ML MFW 83 洞天深処 ＊四方重檐亭 SQ PY 2 s PW
41 釣魚磯 SQ SA 1 ML AW
42 四達亭 SQ SA 2 S CW
43 映水蘭香 稻香亭 SQ PY 1 ML P
注：＊は亭の名称がないの意味であり，
構造や立地の特徴によって命名する。
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図 6-3 クラスター分析による 83 か所の亭の分類 
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表 6-2 構造と立地による 83 か所の亭の分類 
 
57 ＊臨水敞榭 SQ PY 1 ML PW 80 飲練長虹 SQ PY 2 ML PW
78 望瀛洲 SQ PY 1 ML PW 83 ＊四方重檐亭 SQ PY 2 ML PW
12 ＊観魚四方亭 SQ PY 1 ML PW 5 ＊臨湖大亭 SQ PY 2 ML PW
46 ＊四方小亭 SQ PY 1 ML PW 30 挹秀亭 SQ PY 2 ML PW
22 清会亭 SQ PY 1 ML P 50 ＊四方重檐亭 SQ PY 2 ML PW
32 墨光亭 SQ PY 1 ML MF 61 迎薰亭 SQ PY 2 ML AW
65 云壑 SQ PY 1 S PW 64 三潭印月 SQ PY 2 ML AW
73 擢秀亭 SQ PY 1 S PW 10 杏花春館 SQ PY 2 ML P
29 秀云亭 SQ PY 1 S PW 14 ＊四方重檐亭 SQ PY 2 ML P
31 ＊臨池四方亭 SQ PY 1 S PW 59 贻蘭庭 SQ PY 2 ML MFW
67 集翠 SQ PY 2 S PW 72 ＊四方重檐亭 SQ PY 2 ML MFW
13 ＊院内四方亭 SQ PY 1 S P 35 朝日晖 SQ PY 2 ML MFW
43 稻香亭 SQ PY 1 S P 58 両峰插云 SQ PY 2 ML MFW
8 ＊北側亭 SQ PY 1 S P 44 ＊重檐六方亭 HE PY 2 ML MFW
39 臨泉亭 SQ PY 1 S MFW 42 四達亭 SQ SA 2 ML CW
75 一碧万頃 SQ PY 1 S MFW 76 夾鏡鳴琴 SQ PY 2 ML CW
18 ＊東北四方亭 SQ PY 1 S MFW 45 坐石臨流亭 RE SA 2 ML CW
53 采芝径 SQ PY 1 S MS 37 ＊十字大亭 CR O 2 ML MFW
60 寻云榭 SQ PY 1 S MS 77 南屏晩鐘 CR O 2 ML MFW
52 山高先得月 SQ PY 1 S MS 62 凝祥亭 CR O 2 ML AW
23 清秀亭 SQ PY 1 S MF 63 集瑞亭 CR O 2 ML AW
24 天然佳妙 SQ PY 1 S MF 19 ＊十字亭 CR O 2 ML PW
11 知魚亭 SQ PY 1 S AW 71 ＊臨水敞榭 RE SA 1 ML MFW
34 荷香亭 SQ PY 1 S AW 82 蘇堤春曉 RE SA 1 ML MFW
54 眺遠亭 SQ PY 1 S MT 55 ＊臨湖敞榭  RE SA 1 ML MFW
79 棕亭橋 SQ PY 1 S CW 56 涵秋堂 RE SA 1 ML PW
27 東碑亭 OC PY 2 S P 68 煇渊榭 RE SA 1 ML PW
28 西碑亭 OC PY 2 S P 1 魚躍鳶飛 RE SA 1 ML PW
20 呀吗達嘎壇 OC PY 2 S P 47 ＊水边大亭 RE SA 1 ML PW
21 咇密壇 OC PY 2 S P 48 西峰秀色 RE SA 1 ML PW
2 永春亭 OC PY 2 S MFW 4 天然図画 SQ SA 1 S PW
51 観澜 HE PY 1 S MFW 33 听雪亭 SQ SA 1 S PW
70 攬翠亭 HE PY 1 S MFW 25 東井亭 SQ SA 1 S P
15 凭流亭 HE PY 1 S MFW 26 西井亭 SQ SA 1 S P
38 得月亭 HE PY 1 S MFW 6 ＊橋左敞廳 RE SA 1 S AW
40 積秀亭 HE PY 1 S MFW 41 釣魚磯 SQ SA 1 S AW
36 絜矩 HE PY 1 S MFW 17 ＊東北敞廳 RE SA 1 S MFW
66 苔径 HE PY 1 S PW 81 四囲佳麗 RE SA 1 S MFW
69 瀛海仙山 HE PY 1 S PW 16 鳴玉溪 RE SA 1 S CW
49 ＊田間小亭 HE PY 1 S PW
9 緑云酣 HE PY 1 S MS
74 接叶亭 HE PY 1 S MS
3 含清亭 HE PY 1 S MF
7 ＊橋右敞廳 HE PY 1 S AW
注：＊は亭の名称がないの意味であり，
構造や立地の特徴によって命名する。
類
型
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3．亭の構造と立地 
83 か所の亭には,平面形状の多くは円形・矩形・正方形・六角形・八角形・十文字形で
ある（図 6-2）。屋根において,多くは攅尖頂〔宝頂〕・歇山頂〔入母屋〕であり,屋根の数は
単檐〔一重庇〕と重檐〔二重庇〕に分ける。支撑柱の数によって,亭のサーズを小型（4-8
柱）と中大型（10-24 柱）の２種類に分ける。亭が配置されている地形及び山水との関係
によって,亭の立地は山頂・山腹・山麓・山麓臨水・平地・平地臨水・水上・跨水の 8 類が
ある。 
調査によって,亭の平面形状においては,正方形が 46 か所と最も多く,次に多くのは六角
形と矩形であり,それぞれ 14 か所と 13 か所がある。屋根の多くは攅尖頂（59 か所）であ
る。単檐亭が 55 か所で,重檐亭が 28 か所ある。小型の亭（47 か所）は中大型（36 か所）
より少し多い。多くの亭は水面に近づいて配置されている。そのうち,山麓臨水と平地臨
水の亭はそれぞれ 22 か所と 25 か所がある。平地に配置されている亭は 12 か所である。
ほかの立地はすべて 10 か所以下である。 
4．亭の空間特徴及び典型例 
以上の調査によって，83 か所の亭の構造と立地の特徴を整理する（表 5-1）。通用され
ているクラスター分析(Ward 法と平方ユークリッド距離)を利用し（図 6-3），83 か所の亭
の構造と立地を分類する。ラスターの距離が大きく,各グループの差異が最も著しい範囲
を切断すると,83 か所の亭は 3 グループ（図 6-3）（表 6-2）に分けられる。(下記「グルー
プ」は「G-P」と略称する。)  
4.1 G-PA の亭の空間特徴 
G-PA に属する 44 か所の亭において，平面形状の多くは正方形で,次は六角形と八角型
形であり,屋根はほぼ単檐攅尖頂を採用し,サイズはほとんど小型である（表 6-2）。これら
の亭は様々な地形に配置され,半分の亭は水面に隣接しており,ほかの亭は山腹や平地に位
置する。これらの亭は小さくて精巧であり,庭園の中に広く分布している。 
たとえば,濂溪楽処(No.20)という庭園（図 6-4）には, 主となる建築群は真ん中の島に位
置する。小型の亭（38，39）の平面形状は正方形や六角形であり,屋根は単檐攅尖頂の構造
を採用し,軽やかで精巧感がある。これらの亭は柔軟に岸に沿って配置され,色々な眺めの
良好な場所となる。他の主となる建築の近くに配置され,庭園空間を引き立たせる。 
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図 6-4 濂溪楽処(No.20)にある亭 (図画は『円明園四十景図』より) 
 
坦坦蕩蕩(No.10)にある観魚亭（12）（図 6-5）は近くの大殿と木橋で連結され,方壺勝境
(No.29)（図 6-6）にある云壑亭（65）・集翠亭（67）および濂溪楽処(No.20)（図 6-4）にあ
る荷香亭（34）は廊下で他の構造物と連結された。これらの亭はすべて正方形の平面形状
と単檐攅尖頂の構造を用いている。景観の構図上に,独立的に配置されず,庭園空間に動線
のポーズや空間の転換点とする。 
   
図 6-5 坦坦蕩蕩(No.10)にある亭        図 6-6 方壷勝景(No.29)にある亭 
(図画は『円明園四十景図』より)          (図画は『円明園四十景図』より) 
 
鴻慈永祜(No.18)にある２つの碑亭（27，28）（図 6-7）と月地雲居(No.15)にある２つの
小型の亭（20，21）（図 6-8）は各庭園の軸線の両側に対称的に配置され,軸線に位置する
大きな建物と対照的になり,主となる建物を際立たせている。 
39 
38 
34 
39 
38 
34 
12 
67 
65 
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図 6-7 鴻慈永祜(No.18)にある亭 (図画は『円明園四十景図』より) 
 
   
図 6-8 月地雲居(No.15)にある亭 (図画は『円明園四十景図』より) 
 
概しては,G-PA に属する小型の亭の構造は軽やかで精巧である。 これらの亭は主体と
なる建築群に位置し,あるいは庭園の周縁にある。景観の構図から見れば,いずれの立地も,
これらの亭は視野の焦点でない。サイズと構造上の対比によって,亭は主に主となる建物
を際立たせる役割を果たし, 空間の転換点やポーズとし, 空間の雰囲気を盛り上げている。 
4.2 G-PB の亭の空間特徴 
G-PB に属する 22 か所の亭は,平面形状はほぼ正方形であり,屋根の多くは重檐攅尖頂を
採用し,亭のサーズはほぼ大きいサイズである（表 6-2）。亭の立地は単一でなく,様々であ
り,ほとんど水面に隣接している。 
たとえば,洞天深処(No.40)という庭園には,大きい亭（83）（図 6-9）の下部は正方形の平
面形状で,上部は八角形と攅尖頂の造形であり,全体的に穏やかな雰囲気をもっている。こ
の亭は庭園以外の川の分岐点に配置され,水景を観賞する場所となった。また,北側の房屋
と廊と遠くから向かい合って呼応しており,独立的な景観物となった。 
方壺勝境(No.29)という庭園には,大きいサイズの迎薰亭（61）（図 6-11）は湖の中にある
1 つの島に位置し,重檐攅尖頂の造形が採用される。この庭園には対称的な配置を用い,南
北軸線に景観の序列を形成している。迎薰亭は軸線の南端に 1 つ目の節点とし,華やかで
28 27 
27 28 
20 21 20 21 
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重厚な気持ちを備え,宗教聖地の雰囲気を合わせている。 
万方安和(No.14)という庭園には,大きい亭（19）（図 6-10）が湖の南側に位置し,十文字形
重檐の屋根を採用する。亭のサイズと造形と立地はすべて際立ちおり,景観性が高く,対岸
の大型の房屋とよく呼応し,独立的な景観点となる。 
   
図 6-9 洞天深処(No.40)にある亭         図 6-10 万方安和(No.14)にある亭 
(図画は『円明園四十景図』より)          (図画は『円明園四十景図』より) 
 
   
図 6-11 方壺勝境(No.29)にある亭 (図画は『円明園四十景図』より) 
 
総合的に見ると,G-PB に属する亭は真四角の平面形状と大きいサイズと重檐攅尖頂の
屋根を採用する。これらの亭は軸線上にあるいは個別に配置され,庭園内の中心的な研究
建築でないが,立地は全て目立つ場所である。景観の構図から見れば,いずれの立地も,これ
らの亭は大きくて華やかな構造より 1 つの視野の焦点となり,ほかの庭園建築と呼応し,周
83 
19 
61 
61 
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囲の山水景観に溶け込み,独立的な景観点になる。 
4.3 G-PC の亭の空間特徴 
G-PC に属する 17 か所の亭は，平面形状は矩形和正方形が主であり,屋根はすべて単檐
歇山頂の造形で,亭のサイズは小型も中大型もある（表 6-2）。亭の立地は様々であり,ほと
んど水面に隣接している。 
たとえば,曲院風荷(No.39)にある蘇堤春曉亭（82）と西峰秀色(No.25)にある西峰秀色亭
（48）（図 6-12）は,すべて矩形の中大型の亭であり,単檐歇山頂の屋根を有し,近くの建築
群と外観で似たようなものである。また,亭は建築群の周縁に水面と臨んで配置され,壁や
戸窓がなく,眺めに都合がよい場所になる。これらの亭は庭園の中心にある建築群に調和
させ,庭園の景観性を豊かにする。 
鴻慈永祜(No.18)という庭園には,２つの小型の井亭（25，26）（図 6-13）は正方形の平面
形状と単檐歇山頂の屋根を採用し,小さくて精巧に見えるが,サイズと規格で独立的な景観
点になると十分でない。これらの亭は外層宮門に対称的に配置され,主である建築を引き
立たせ,景観の序列を一点になる。 
従って,G-PC に属する亭のサイズは小型も中大型もあり, 構造から見れば地味な存在で
ある。一部の亭は庭園の一隅に配置され,一部は軸線の両側に配置され,立地が目立たない。
景観の構図から見れば,これらの亭は庭園空間の豊富度を高め,あるいはほかの庭園建築を
引き立たせ,視野の焦点の 1 つでなく,景観の構図を完備するものである。 
以上の研究より,空間造営上に,円明園内の亭の地位と役割を明らかにした。軽やかで精
巧な小亭は常に庭園空間を引き立たせるもの,あるいは空間の転換点やポーズとする。華
やかな大きい亭は常に目立つ場所に配置され,1 つの視野の焦点となる。地味な構造の亭
は,目立たない場所に配置され,景観の構図を完備するものとする。それらの亭は,異なる方
法で庭園空間を影響し,主となる建築群以外の庭園空間を生かし,景観性を高める。 
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図 6-12 西峰秀色 (No.25)にある亭 (図画は『円明園四十景図』より) 
 
  
図 6-13 鴻慈永祜(No.18)にある亭 (図画は『円明園四十景図』より) 
 
5. 結論 
本章では,円明園内の 83 か所の亭を具体的な研究対象とし,亭の平面形状,屋根,サーズと
亭の立地の観点から,亭の空間特徴と景観構成の方法を分析し,庭園景観への役割や影響を
考察した。調査より,円明園にある亭は豊富な構造を用い,広く分布し,庭園空間に多様な役
割を果たしている。亭の立地は周囲環境の景観性を十分に考慮するのみならず,庭園の景
観の一部になり,景観の構図に参与している。中国伝統的な庭園には,亭の造営芸術は自体
の構造の美しさに存在するのみならず,庭園空間への役割と影響も重要な所在と考える。 
 
 
26 25 
25 26 
48 
48 
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1．論文のまとめ 
庭園の発展史から見れば, 清時代の乾隆朝は伝統庭園の成熟期から成熟後期への過渡
期であり,秦漢時代から約 2000 年の発展を経て，国の伝統的な造園芸術は最も精妙な時期
を迎えた。この時代に築かれた皇室庭園は，歴史上の有名で人工的な山水庭園であり,伝
統的な造園手法や技術を継承し，古典的な庭園芸術の模範とみなされている。円明園は戦
争のため破壊されて廃墟となったが,優秀な造園芸術が深く研究するに値する。本研究は
この考えから始まった。 
何度の増築を経て乾隆 9 年（1744）に「円明園 40 景」と称されるようになる景物が全
て完成し，その後円明園の大規模な造園活動は基本的に行われなくなった。この円明園の
最盛期に描かれた『円明園四十景図』は円明園の風貌を示し，円明園を研究する上で最も
価値が高い資料である。そのため,本研究の時間的な範囲は,乾隆 9 年（1744）に限定し,空
間的な範囲は「円明園 40 景」に限定した。円明園の空間特徴と造園芸術を深く理解する
ため,山・水・植栽・建築の 4 つ要素をそれぞれ研究し考察する必要がある。 
まず,第 3 章では,40 か所の庭園に分布された様々な庭園建築の配置に着目し,中国伝統
庭園の造営体系に基づき,複数建築の配置，全体配置にみる軸線，建築群と周辺の関係性
を本研究における建築配置特徴の分析要素とし，建築配置の特徴を明確にした。さらに,
建築配置の類型と庭園空間の機能を結びつけ,一般的な伝統庭園空間と比較し,各庭園空間
の特徴と造営手法を明白した。 
次に,第 4 章では,研究の範囲を広げ，建築に近接されている築山・水面の配置に着目し,
建築群と周囲の関係・庭園内の主な視線の向き・築山の方位・水面の方位を分析要素とし，
山水配置の特徴を明確にした。また,第 3 章の研究結果と結びつけ，各庭園空間を周囲環
境と分ける手法や庭園空間の境界線の作り方を検討した。 
第 5 章には,園主の視点から景色を描いている御製詩文に基づき,植物の花ことばの観点
から植物の役割と影響を分析し，庭園空間の特徴を明らかにする。本章は円明園に関する
御製詩文を基本資料とし，植物の花ことばから庭園空間の特徴を明らかにし，植物の庭園
空間への影響と空間造営の手法を分析し考察した。 
また,第 6 章には,円明園の中にある 83 か所の亭を具体的な研究対象とし,亭の平面形状,
屋根,サーズと亭の立地の観点から,亭の空間特徴と景観構成の方法を分析し,庭園景観へ
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の役割や影響を考察した。 
最後, 第７章には,全体の研究目的を達成するために,各章におけるそれぞれの視点から
得られた結果をくみあわせ,円明園の全体的な空間の特徴を総合的に明らかにする。 
 
2. 結論 
2.1 40 か所の庭園における機能別による庭園空間の総合的な特徴 
本研究は第 3 章,第 4 章,第 6 章で，40 か所の庭園の建築，山水と植物を具体的な研究対
象とし，建築配置と庭園の機能との関係，山水配置の特徴と庭園内部空間と外部空間の分
け方，植物景観の文化意象と造営手法を分析し明らかにした。 
第 3 章では，40 か所の庭園の建築配置においては,複数の中庭を多軸線並列で構成する
という閉鎖的な多進多路合院の配置（G-SA）,閉鎖的な中庭を単軸線で並び配置（G-SB）,
単軸線上に開放的な建築配置（G-SC）, 軸線の存在しない開放的な自由配置（G-SD）の 4
種類があるということが分かった。 
 
図 7-1  40 か所の庭園における建築配置の類型 
第 4 章では，40 か所の庭園の山水配置においては，築山と水面を 2 層の境界線とする
配置（G-TA），築山と水面が少なく閉鎖的な中庭型の配置（G-TB），築山が少なく多方位
の視線向き（G-TC），閉じている建築配置と「背山面水」の配置（G-TD）の 4 種類がある
ということが分かった。 
 
図 7-2  40 か所の庭園における山水配置の類型 
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第 5 章では，生活娯楽空間と遊覧鑑賞空間においては，植物景観が多く，松，竹，玉蘭
や牡丹を植えて「德行」と「富貴」の意味を表現する。「隠棲」を寓意する桃は生活娯楽
空間に神話的な境地をつけ，「農作」を寓意する農作物は遊覧鑑賞空間に政治的な境地を
つける。宗教祭祀空間と政治祝典空間は比較的に単一な植物種類をもち，植物の自然的な
美のみに注目し，植物の花ことばを重視しないということが分かった。 
本章では，以上の研究結果に基づき，各機能を持つ庭園の建築配置，山水配置と植物景
観をまとめ，既往研究より庭園空間の特徴をいっそう総合的に明らかにする。 
 
図 7-3  各機能を持つ庭園空間の建築配置と山水配置の組み合わせ 
 
2.2.1 政治祝典空間 
2 か所の政治祝典空間には，一部の建築は単軸線上に中庭を配置され，閉鎖的な中心と
なる空間を構築し，一部の建築は線型で配置される。建築群の周りには築山と水面が少な
く，庭園内部空間を周囲の環境と切り離すのは中庭の塀である。御製詩文より，植物の記
録は松のみで最も少ない。空間の用途より，広い空き地が必要であり，植物景観は庭園空
間造営上の中心ではない。庭園空間の全体は秩序と等級を強調し，空間の実用化と整然と
している雰囲気を重視するということがわかる。 
2.2.2 宗教祭祀空間 
5 か所の宗教祭祀空間には，建築群の多く（３か所）は単軸線上に合院型の配置を採用
し，1 か所は多軸線上に合院を配置し，閉鎖的な中心空間を構成する。この 4 か所におい
て，2 か所は塀で庭園内部空間を周囲の環境と分け，他の 2 か所は四面に山を築き，2 層
の境界線で独立的な庭園を強調する。この 4 か所の全体配置は閉鎖的な中心空間の神秘
性と重要性を重視し，一般的な宗教祭祀空間と似ている。また，1 か所は線型と散点型の
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建築配置で開放的な空間を構成し，周りには築山が少なく水面が多く，自然式庭園景観と
結びついた宗教祭祀空間が創出される。御製詩文より，宗教祭祀空間において，松は最も
多くて重要な植物であり，力強くそびえ立つ青い姿を利用し，宗教祭祀空間の恭しい雰囲
気を際立たせている。他の観賞性が高い植物も植えて庭園空間の景観性を高める。この 5
か所の宗教祭祀空間は，全体的な配置は庭園空間の整然としている厳粛な雰囲気を追求
し，同時に庭園空間の景観性と遊覧の役割も重視し，円明園の離宮御園であるという特徴
をいかすということがわかる。 
2.2.3 生活娯楽空間 
17 か所の生活娯楽空間には，建築群の多く（9 か所）は多軸線の四合院の配置を採用し，
閉鎖的な空間を造営する。そのうち 5 か所の建築群の周りに筑山があまりなく，塀のみで
庭園空間と周囲の環境とわける。このような庭園空間は伝統的な居住空間と同じ，封建社
会の倫理価値観に迎合して等級秩序を強調する。3 か所の建築群は単軸線の四合院の配置
を採用するが，建築向きによって庭園空間が開放式と閉鎖式の 2 つの特徴をあわせ持つ。
そのうち，1 か所は築山が四面に囲まれ，1 か所の周りは築山があまりなく，1 か所は多
方向の視線を設置される。また，他の 5 か所は四合院の配置がなく，線型と自由型と散点
型の配置で，開放的な庭園内空間を構成する。そのうち 2 か所は四面に築山があり，庭園
空間が依然として周囲の環境とはっきり遮断する。2 か所は多方向の視線を設置し，周り
に築山も少なく，一般的な伝統生活空間と大きく異なり，生活空間と周囲の自然的景観が
完全に融合する空間特徴を有する。御製詩文より，生活娯楽空間には優れた人柄を意味す
る松と竹が広く植えられ，栄耀栄華を意味する玉蘭がある庭園の中に集中的に植えられ，
隠棲の意味がある桃は，山水配置と建筑配置とともに，神話的な「桃源郷」の風景を再現
する。 
総合的に見ると，円明園の生活娯楽空間においては，建築群の配置は閉鎖的な合院を主
とし，植物景観の造営が文化的な意味と富貴的な境地を重視し，尊卑秩序がある伝統的な
居住方式と一致する。それとともに，一部の生活娯楽空間は開放的な庭園空間を造営し，
周囲の山水景観に溶け込み, 桃を通じて園主の隠棲の精神世界を表わし，適度に景観の豊
かさと生活の快適性を求めることがわかる。 
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2.2.4 遊覧鑑賞空間 
16 か所の遊覧鑑賞空間には，大部分の建築群（11 か所）は軸線がなく，自由型，線型
と散点型の配置を採用し，開放的な空間を造営する。そのうち 4 か所の庭園は四面に築山
で囲み，周囲の環境と分け，独立的な庭園空間を構成する。4 か所の庭園は背山面水（山
を背にして水面に望む）という配置を採用し，周囲の環境から一部の遮蔽がある空間を構
成する。3 か所は自由型，線型と散点型の建築配置で明確な軸線を形成し，空間の秩序を
強調する。他の 2 か所は単軸線上に中庭型の配置を採用する。御製詩文より，生活娯楽空
間と同様に，遊覧鑑賞空間には優れた人柄を意味する松と竹も広く植えられ，栄耀栄華を
意味する牡丹がある庭園の中に集中的に植えられる。また，多くの農作物も皇家庭園に植
えることは田植えの風景を造営するのみならず，政治的にも国家安定の基本である農業を
重視する思想も示す。 
総合的に見ると，円明園の遊覧鑑賞空間においては，自然的な山水景観を利用するため，
多くの開放的な庭園空間を構築し，多様な植物景観を造営し，景色の美しい遊覧鑑賞空間
を造営する。また，円明園は皇家庭園として，一部の庭園には等級和秩序を象徴する軸線
を形成し，農作物を通じて国を治める思想を伝え，権力と政治に関する特徴が見られる。 
2.2 構造と立地からみた亭の庭園空間特徴及び役割と影響 
円明園には，「園中園」の構造より，主となる建築群は常に庭園の中心であり，亭は多
くに庭園の周縁や「園中園」以外の空間に分散配置される。本研究では，亭の平面形状の
多くは正方形と六角形と矩形であり,多くの小型の単檐攅尖頂の亭が水面に近づいて配置
されていることが分かった。亭の庭園景観造営上の役割も多様である。一部の小型の亭は
独立的に配置されず,動線のポーズや空間の転換点として，主となる建物を際立たせ,空間
の雰囲気を盛り上げている。一部の中大型の亭は独立的に配置され，視野の焦点として,
ほかの庭園建築と遠くから互いに呼応する。一部の亭は近くの建築群と外観で似ており,
建築群の周縁に水面と臨んで配置され,眺めがよい場所となる。円明園には，亭の立地は
周囲環境の景観性を十分に考慮するのみならず,庭園の景観の一部になり,景観の構図に参
与しているということが分かった。円明園には，主となる建築群以外の庭園空間にとって，
多くの亭は円明園の庭園空間の景観性を高める所在と考えられる。 
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3. 考察 
3.1 円明園における庭園空間の造営手法の継承と革新 
円明園は中国伝統庭園の最高峰の時代に造営され,各種造園要素を運用して庭園空間を
構築した時,一般的な庭園様式を引きついたところがあり,自体の位置付けや敷地のユニー
クさも考慮し,革新的な庭園様式と造営手法も見られる。異なる機能を持つ庭園空間は,庭
園内の建築配置の造営手法も異なる。生活娯楽空間と宗教祭祀空間において,建築の配置
は秩序が重視する伝統的な禮教制度に従い一方,建築の性格をいかに有効活用し,景観性が
高く遊覧の役割を兼ねる庭園空間を作り出した。逆に,遊覧観賞空間には,空間の秩序感と
厳かな雰囲気も交えられた。建築の配置と同様に,山水の配置手法は,一般的な庭園空間の
限定する方法と似ているところがあり,人工的な山水庭園の離宮の位置付けを考え,庭園空
間には多方向の視線が設定され,開放的な庭園空間を多く配備した。亭は主となる建築群
以外の建物とし,多様性と精巧的な特徴が活用され,庭園空間がひきたってきた。御製詩文
からみた円明園内の植物においては,一般的な観賞用の植物が多く使用され,庭園空間を豊
富にした。また,園主が国の君主の身分を考慮し,一般的な庭園空間に使用しない農作物を
円明園に植え,政治的な思想が現れた。多方面から見れば,円明園の造営は伝統的な造園芸
術に根ざすと共に,造園手法のオリジナリティーも保有している。 
3.2 円明園における「園中園」と全体的な配置の関係 
既往研究より，円明園の南北軸線上に，宮門，正大光明殿，九州清宴寝宮が順番に配置
され，皇室宮殿の「前朝後寝，前宮後園」という伝統的な空間構造に合致することもわか
る。各機能を持つ庭園の配置を見れば，2 か所の政治祝典空間はそれぞれ円明園の南西部
に位置している。4 か所の宗教祭祀空間は円明園の北西部に宮墻と隣接し位置し，1 か所
は円明園の北東部に宮墻と隣接し位置している。生活娯楽空間と遊覧鑑賞空間は全園に
分散配置している。 
福海の周りに位置する大部分の庭園は遊覧鑑賞のための庭園であり，各庭園の敷地は
狭くて長い，建築は線型と散点型の配置を採用し，建築は多く水面に向き，山は障壁のよ
うに建築の後ろに築かれ，全体的に水面に向いている特徴がある。後湖の周りに位置す
る庭園は生活居住と遊覧鑑賞のための庭園があり，福海より各庭園の敷地は福海より寛
大であり，全ての建築配置がある。一部の庭園には開放的な建築配置を後湖の水面に向
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け，一部の庭園には山を築き，後湖と分けている。全体的には，水面に向いている特徴が
ないと考えられる。人間の視覚からみれば，福海の直径は約 600ｍであり，水面を隔て対
岸の建築群ははっきり見えない。後湖の直径は約 200ｍであり，水面を隔て対岸の建築群
は見える。これは福海と後湖の配置が違っている原因の１つである。 
既往研究より，円明園の全園の山水配置は風水理論上に西北から東南にかけて崑崙と
蓬萊という２つの神話伝説に貫かれ，九宮八卦の文化意象があるということもわかる。
本研究では，各「園中園」の配置は風水理論に従っているとは言えない。一部の庭園は
「坐北朝南（北に背を向け南に面している）」と「背山面水（山を背にして水面に望む」
という最優の立地に合っているが，大部分の庭園の配置は地形のとおりに多様な配置を
採用し，豊富な庭園空間を作り出している。円明園は皇家离宮として，高い景観性と遊覧
の役割を持っている。 
